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福祉の就職総合フェア in HYOGO
福祉職場への就労を希望する学生や一般
求職者の就職活動を支援するとともに、
社会福祉施設等の人材確保を目的として、
合同就職説明会を開催します。
※併催イベント「福祉の就職ガイダンス」
（11：00～12：00、要予約）
日時　平成25年3月2日（土）

13：00～17：00
場所　神戸サンボーホール
対象　学生・一般求職者
参加費　無料（事前申し込み不要）
内容　合同就職説明会、採用予定情報の

提供、各種相談コーナーの設置など
●申●問兵庫県社会福祉協議会　兵庫県福
祉人材センター
TEL078-271-3881

URL　http://www.hyogo-wel.or.jp/

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

2月

避難者のための就労支援講座
東日本大震災で関西へ避難されている方々を
対象に、就労するための支援講座を開催しま
す。「仕事に就きたいけれど、どうしたらいいか
わからない」「どこに相談に行ったらいいの」の
疑問に答えます。
日時　平成25年1月11日（金）～2月7日（木）
※全5回、各回10:00～12:00

内容　「マナー」「メイクアップ」「パソコン」の
各講座など

参加費　無料※無料託児付（要予約）
締切り　平成24年12月27日（木）
●申●問宝塚ＮＰＯセンターTEL0797-85-7766
URL　http://hnpo.net/

今 いき方を考える
かいご学会 in 西宮 2013
介護・医療現場で活躍する講師陣や介護家族
がともに、それぞれの生き方と逝き方を語り合
います。
日時　平成25年3月3日（日）10：00～16：45
会場　関西学院大学G号館
参加費　3,000円（学生1,000円）
講師　三好春樹さん（生活とリハビリ研究所
代表）、鳥海房枝さん（特養あじさい荘 総
合ケアアドバイザー・NPO法人メイアイヘ
ルプユー 事務局長）、竹本匡吾さん（湖山
いくのさん家代表）ほか
●問特定非営利活動法人つどい場さくらちゃん
TEL＆FAX0798-35-0251

URL　http://www.geocities.jp/
tsudoiba_sakurachan/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
公益財団法人未来のつばさ財団
2012年度育英奨学・自立支援制度
たくさんの夢や希望を持つ人を応援します。
対象　児童養護施設入所児童や、母子生活
支援施設入所児童、里親家庭の児童、ファ
ミリーホーム入居児童、その他の児童福祉
施設入所児童で、原則として18歳を迎え
進学・就職する予定の児童

支援金額　進学者：進学の支度金として一人15
万円、就職者：就職の支度金として一人15万円

締切り　平成25年1月25日（金）必着
●申●問公益財団法人未来のつばさ財団
TEL03-5642-7890　

URL　http://mirainotsubasa.or.jp/

ひょうごボランタリープラザ
平成24年度NPO活動応援貸付
兵庫県内で行われているNPO活動の継続、さ
らなる発展を応援します。
対象　兵庫県内に主たる事務所を置いており、
1年以上継続して県内で活動しているNPO
法人、またはNPO法人に準ずる団体で、県
内を対象とする事業

貸付金額　50万円以上600万円以下
利率　年1.55％（平成24年12月現在）
返済期間・方法　7年以内（うち6カ月以内据
置可能）元利均等月賦方式による返済

連帯保証人　貸付希望団体の代表者のほか、
2人以上必要

締切り　平成25年2月15日（金）
●申●問ひょうごボランタリープラザ
TEL078-360-8845

URL　http://www.hyogo-vplaza.jp/

受動喫煙防止のための
表示用ステッカーとのぼりを配布
兵庫県では、施設管理者が利用者の目に付き
やすい場所に表示するための「表示用ステッ
カー」と、普及啓発用の「のぼり」（旗のみ）を
作成しました。
施設管理者、事業者の皆さまに県庁、各健康
福祉事務所の窓口で無償配布しています。
●問兵庫県健康福祉部健康局受動喫煙対策室
TEL078-341-7711(内線3245)

URL　http://web.pref.hyogo.lg.jp/
kf26/hyouzi.html
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職場内研修担当者研修（Ａコース）
◆社会福祉研修所
主任介護支援専門員研修◆県のじ
ぎく会館ほか
社会福祉援助基礎研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所
第6回全国校区・小地域福祉活動サ
ミットiｎKOBE・ひょうご◆神戸国際
展示場ほか
新年福祉のつどい◆ANAクラウン
プラザホテル神戸
地域の福祉力セミナー◆神戸国際
会議場
第３回新任民生委員研修会◆県中
央労働センター小ホール
経営協 理事会・例会◆ANAクラウ
ンプラザホテル神戸
介護支援専門員実務研修◆舞子ビ
ラほか
接遇・日常マナーリーダー研修◆
県福祉センター
ボランティアコーディネーター研修
（災害ボランティアコーディネーター
養成研修）◆神戸市内
会計実務者研修（社協コース）◆県
福祉センター
県民児連会長等研修◆ポートピア
ホテル
社会福祉法人人事・労務管理研修
◆社会福祉研修所
相談面接技術研修・初級（Bコー
ス）◆社会福祉研修所
第２回県内社協地域組織担当者会
議◆県福祉センター
障害福祉施設系事業所中堅職員
研修◆県中央労働センター
職場内研修担当者研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所
会計実務基礎講座（通信課程）スク
ーリング◆社会福祉研修所
第３回県内社協地域組織担当者会
議◆県福祉センター
相談面接技術研修・中級（Ｂコー
ス）◆関西学院大学
メンタルヘルス研修会◆県福祉セ
ンター

１月１５～２１日は
「防災とボランティア

週間」だよ！

豊岡市

行事予定
1月

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。
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絆つなげる 明日へつながる⑦

“無縁社会”から
“支え合い社会”へ　
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縁
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か
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武
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政
義

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
現
在
、「
兵
庫
県
社

協
2
0
1
5
年
計
画
」に
基
づ
き
、

「
認
め
合
い 

と
も
に
つ
な
が
り 

支
え

合
う 

み
ん
な
で
つ
く
る 

ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
代
で
は
、「
無
縁
社
会
」と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、家
族
や
地
域
、職
場
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
が
薄
れ

つつ
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、社
会
への
警
鐘
を
鳴
ら
し
、県
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
課
題
を
共
有
し
て
一
歩
を
踏
み
出
す

た
め
の
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ンペ
ー
ン
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
、昨
年
に
同
キ
ャ
ンペ
ー
ン
推
進
協
議
会
の

設
立
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

人
は
、ひ
と
り
だ
け
で
は
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。お
互
い
を
認
め
合
い
、と
も
に
つ
な
が
り
、支
え
合
え
る

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、広
く
県
民
に
対
し
て
訴
え
て
い
く

所
存
で
す
。

　

本
会
で
は
引
き
続
き
、幅
広
い
県
民
の
参
画
と
協
働
を

得
な
が
ら
、目
指
す
福
祉
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
よ
う
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

兵
庫
か
ら
未
来
を
拓
く

　

初
春
の
お
喜
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

世
界
の
主
要
国
で
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
が
決
ま
り
、新
し
い

国
際
秩
序
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
日
本
も

新
た
な
枠
組
が
決
ま
り
ま
し
た
。成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
に
向
け
た
歩
み
を
進
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
を
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、変
化
に

対
応
し
つつ
、こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
知
恵
や
資
源
を
活
か
し

て
豊
か
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
好
機
と
す
べ
き
で
す
。世
界

に
開
か
れ
た
歴
史
や
文
化
を
有
し
、多
様
な
人
材
を
輩
出

し
て
日
本
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
兵
庫
が
、今
こ
そ
持
て
る
力

を
十
分
に
発
揮
し
、未
来
を
拓
く
先
頭
に
立
っ
て
歩
ん
で
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
一
つ
に
は
、安
全
安
心
の
基
盤
を
つ
く
る
。南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
や
頻
発
す
る
風
水
害
へ
の
備
え
に
万
全
を
期
す

と
と
も
に
、医
療
、福
祉
な
ど
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
を
確

保
し
ま
す
。

　

二
つ
に
は
、質
の
高
い
生
活
を
つ
く
る
。次
代
を
担
う
人
づ

く
り
を
進
め
る
ほ
か
、高
齢
者
や
女
性
の
活
躍
を
応
援
し
、

誰
も
が
生
き
が
い
や
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

三
つ
に
は
、新
時
代
の
経
済
社
会
を
つ
く
る
。最
先
端
の

科
学
技
術
基
盤
を
活
か
し
た
新
産
業
創
出
、農
水
産
物
の

ひ
ょ
う
ご
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
推
進
な
ど
、世
界
と
競
え
る
産

業
を
つ
く
り
ま
す
。

　

四
つ
に
は
、地
域
の
元
気
を
つ
く
る
。交
通
基
盤
を
充
実

し
つ
つ
、地
域
再
生
大
作
戦
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
な
ど
、内

外
と
の
交
流
の
促
進
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
自
ら
の
判
断
と
責
任
で
進
め
る
た
め
、

地
方
分
権
改
革
を
関
西
広
域
連
合
と
一
体
と
な
っ
て
推

進
す
る
と
と
も
に
、第
二
次
行
革
プ
ラ
ン
の
総
点
検
を
行
い

兵
庫
の
自
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

さ
あ
、二
十
一
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョン
の
も
と
、県
民
み

ん
な
の
知
恵
と
力
、ふ
る
さ
と
兵
庫
へ
の
思
い
を
結
集
し

「
創
造
と
共
生
の
舞
台・兵
庫
」を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

新
時
代　

拓
く
基
は　

県
民
の

　
　
　

知
恵
と
資
源
を　

生
か
す
志

兵
庫
県
知
事

地
域
を
つ
く
る

市
民
を
応
援
す
る
共
同
募
金

兵
庫
県
共
同
募
金
会
　
会
長  

石
田 

等

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、日
頃

か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
は
赤
い
羽
根
ひ
ょ
う
ご
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン「
や
さ

し
さ
が 

必
ず
と
ど
く 

赤
い
羽
根
」を
制
定
し
、積
極
的
に

運
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。ま
た
、募
金
の
目
標
額
を

7
億
4
5
8
9
万
６
0
0
0
円
と
定
め
、そ
の
達
成
に
向

け
て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り

お
預
か
り
し
ま
し
た
募
金
は
、県
内
の
民
間
福
祉
施
設
や

各
市
区
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、地
域
福
祉

事
業
の
財
源
と
な
る
ほ
か
、災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
支
援
す
る
た
め
の
資
金
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
を
つ
く
る
市
民
を
応
援
す
る
共
同
募

金
と
し
て
、さ
ら
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
指
し
、本
年

も
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、な
お
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年
頭
所
感

謹
賀
新
年

一
般
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団
法
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兵
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県
音
楽
療
法
士
会

理
事
長　

松
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聡
子

一
般
社
団
法
人 
兵
庫
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

会
長　

垣
内 

達
也

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
介
護
福
祉
士
会

会
長　

安
達 

眞
理
子

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会

会
長　

森
村 
安
史

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
子
ど
も
会
連
合
会

理
事
長　

小
林 
勝
弘

社
会
福
祉
法
人 

兵
庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

会
長　

岩
崎 

敏
彦

一
般
財
団
法
人 

兵
庫
県
肢
体
不
自
由
児
者
協
会

理
事
長　

鄭 

正
秀

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会

会
長　

土
谷 

長
子

　
　
　
　
　
　  

兵
庫
県
傷
痍
軍
人
会

会
長　

西
川 

芳
雄

公
益
財
団
法
人 

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

理
事
長　

岡
田 

和
隆

公
益
社
団
法
人 

兵
庫
県
精
神
福
祉
家
族
会
連
合
会

会
長　

本
條 

義
和

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

兵
庫
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

小
川 

美
知
子

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会

会
長　

蓬
莱 

和
裕

公
益
財
団
法
人 

兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

理
事
長　

小
原 

冷
子

　
　
社
団
法
人 

兵
庫
県
保
育
協
会　会

長　

小
林 

公
正

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会

会
長　

石
田 

文
徳

（
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
居
団
体一同
、団
体
名
五
十
音
順
）

２
０
１
２
年

福
祉
の
で
き
ご
と

１
月　

阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
17
年
が
経
過

２
月　

社
会
保
障・税一体
改
革
大
綱

３
月　

内
閣
府「
子
ど
も・子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
基
本
制
度
」

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過

４
月　

診
療
報
酬・介
護
報
酬
同
時
改
定

「
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
の
生
活

支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
部
会
」発
足

５
月　

厚
生
労
働
省
が
孤
立
死
の
防
止
対
策
に
関

す
る
通
知
を
発
出

北
関
東
突
風
災
害
発
生

６
月　

障
害
者
総
合
支
援
法
成
立

厚
生
労
働
省「
今
後
の
認
知
症
施
策
の
方

向
性
に
つい
て
」

７
月　

兵
庫
県
立
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

「
生
活
支
援
戦
略
」中
間
ま
と
め

九
州
北
部
豪
雨
災
害

「
障
害
者
政
策
委
員
会
」発
足

８
月　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
ス
タ
ー
ト

「
社
会
保
障
と
税
の一体
改
革
」関
連
８
法
成
立

京
都
府
南
部
豪
雨
災
害

自
殺
総
合
対
策
大
綱

ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
開
催

９
月　

認
知
症
施
策
５
か
年
計
画（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）

10
月　

障
害
者
虐
待
防
止
法
施
行

11
月　

社
協・生
活
支
援
活
動
強
化
方
針

「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」発
足

12
月　

衆
議
院
選
挙

2013 January3 2013 January 2
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ニ
」と
認
識
さ
れ
て
い
る
な
ど
、ス
タ
ッ
フ
が

働
き
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

 

仕
事
に
対
す
る
意
識
も
高
い
こ
と
か
ら
、

開
設
当
初
よ
り
働
く
ス
タ
ッ
フ
一
人
は
、今

で
は
オ
ー
ナ
ー
不
在
時
の
責
任
者
と
し
て

店
を
任
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。レ
ジ・発
注・

検
品・棚
卸
等
の
基
本
的
な
業
務
は
も
ち
ろ

ん
、発
注
か
ら
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、ポ
ッ
プ
広
告

の
作
成
ま
で
す
べ
て
行
い
、扱
い
が
難
し
い

新
商
品
の
発
注
も
行
っ
て
い
る
。

　
明
石
市
役
所
店
で
は
、通
常
の
商
品
に
加
え
、市
バ

ス
回
数
券
や
粗
大
ご
み
チ
ケ
ッ
ト
、明
石
天
文
科
学
館

の
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
の
ほ
か
、市
職
員
の
名
刺
の
受
注

や
、市
内
障
害
者
作
業
所
等
で
の
授
産
品
販
売
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、他
店
よ
り
も
取
り
扱
う
商
品
が
多
い
。

だ
が
、ス
タ
ッ
フ
は
昼
の
ピ
ー
ク
時
も
テ
キ
パ
キ
と
仕

事
を
こ
な
し
て
い
る
。

　
開
設
当
初
か
ら
働
き
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
皆
を
ま

と
め
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、「
初
め
の
頃
は
本
当
に
大
変

だ
っ
た
。初
め
て
レ
ジ
に
立
っ
た
時
は
足
が
ガ
ク
ガ
ク

し
て
、絶
対
間
違
っ
て
は
い
け
な
い
と
も
の
す
ご
く
緊

張
し
て
い
た
。ピ
ー
ク
時
の
12
時
が
嫌
に
な
る
く
ら
い

　
明
石
市
が
障
害
者
の
就
労
支
援
を
目
的
と
し
て
、市

役
所
の
中
に
コ
ン
ビ
ニ「
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
明
石
市

役
所
店
」を
平
成
19
年
11
月
に
開
設
し
て
か
ら
5
年
が

経
っ
た
。田
中
オ
ー
ナ
ー
は「
こ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
は
熱
心

で
、仕
事
に
対
し
て
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
安

心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
。身
体
の
不
調
が
な
い
限

り
突
然
休
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
な
い
」と
話
す
。

ま
た
、接
客
態
度
が
良
い
と
い
う
評
判
も
あ
り
、セ
ブ

ン
ー
イ
レ
ブ
ン
本
部
へ
の
ク
レ
ー
ム
は
皆
無
だ
。市
役

所
の
中
に
あ
る
た
め
、土
日
祝
日
が
休
み
で
あ
り
、利

用
客
の
大
半
が
市
職
員
の
固
定
客
で「
福
祉
の
コ
ン
ビ市内障害者作業所等の授産品販売

市役所内のコンビニによる障害者雇用は全国でも珍しい

次々とレジをこなすスタッフ

お昼のピーク時にはお客が列を作ってレジを待つ

だ
っ
た
が
、も
う
大
丈
夫
。こ
こ
ま
で
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。今
は
み
ん
な
で
話

し
合
い
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
る
。病
気
を
理
由
に

逃
げ
た
ら
あ
か
ん
、こ
の
仕
事
に
ゴ
ー
ル
は
な
い
！
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
現
在
、国
で
は
企
業
に
よ
る
障
害
者
の
雇
用
促
進
に

つ
い
て
の
議
論
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。企
業
と

市
役
所
の
連
携
に
よ
る
、先
駆
的
な「
福
祉
コ
ン
ビ
ニ
」

の
取
り
組
み
に
注
目
が
集
ま
る
。

まちとつながる・住民とつながる！
企業・ＮＰＯの地域づくりリポート

雇
用
拡
大
を
通
じ
て

障
害
者
の
自
立
を
支
え
る

「
病
気
を
理
由
に
逃
げ
て
は
だ
め
！
」

株
式
会
社
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン 

明
石
市
役
所
店

オ
ー
ナ
ー
　
田
中 

正
洋

所
在
地
　
兵
庫
県
明
石
市
中
崎
1
丁
目
5
ー
1

　
　
　
　
明
石
市
役
所
本
庁
舎
2
階
ロ
ビ
ー
北
側

営
業
時
間
　
8
時
〜
18
時

T
E
L
　
0
7
8（
9
1
4
）6
2
2
6

行
政
の
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
る
障
害
者
雇
用

明
石
市
役
所
に
お
け
る「
福
祉
コ
ン
ビ
ニ
」 

ー
株
式
会
社
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
ー

30
日
に
第
1
回
が
開
催
さ
れ
た
社
会
保

障
制
度
改
革
国
民
会
議
で
は
、医
療・介

護
な
ど
の
将
来
像
に
つ
い
て
議
論
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。ま
た
、生
活
困
窮
者
の
増
加

や
生
活
課
題
の
深
刻
化
を
背
景
と
し
て

「
生
活
支
援
戦
略
」の
策
定
も
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（
12
月
号
特
集
参
照
）。

　
ま
た
兵
庫
県
で
も
、平
成
23
年
12
月
に

改
訂
さ
れ
た「
21
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」を
受
け
た
施
策
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ

る
。同
計
画
で
は
、「
創
造
と
共
生
の
舞

台・兵
庫
」の
実
現
に
向
け
て
、県
民
主
役・

地
域
主
導
を
基
本
と
し
て
、図
1
の
将
来

像
を
示
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
実
現
に
向

け
た
基
本
戦
略
と
し
て
、「
つ
な
が
り
に
よ

る
家
族・地
域
の
再
生
」「
災
害
に
強
い
安

全
安
心
な
地
域
づ
く
り
」な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、人
と
人
が
連
帯
す
る
新
た
な

地
域
社
会
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、私
た
ち
は

あ
ら
た
め
て
、目
指
す
福
祉
社
会
の
姿
を

県
民
み
ん
な
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、そ

の
実
現
に
向
け
て
幅
広
い
団
体・個
人
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
、次
の
展
望

を
切
り
開
く
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
。本
会

で
は
平
成
23
年
4
月
に「
兵
庫
県
社
協

2
0
1
5
年
計
画
」（
平
成
23
〜
27
年
度
）

を
策
定
し
、会
員
と
と
も
に
進
め
る
取
り

　
平
成
24
年
は
、私
た
ち
の
生
活
に
直
結

す
る
大
き
な
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で

あ
っ
た
。社
会
保
障
の
充
実・安
定
化
と
、

そ
の
た
め
の
安
定
財
源
確
保
と
財
政
健

全
化
の
同
時
達
成
を
目
指
し
た「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」が
進
め
ら
れ
、消

費
税
の
増
税
を
柱
と
す
る
関
連
8
法
案

が
国
会
で
成
立
し
た
。そ
の
後
、各
福
祉

制
度
の
改
革
も
検
討
が
進
め
ら
れ
、11
月

　本会では、「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャン
ペーンを提唱し、県内の福祉・経済・労働など多
様な分野の18団体を幹事として、同キャンペー
ンの推進協議会を8月に立ち上げ、広報・啓発活
動を中心に運動を推進しているところである。
　今月号では、社会福祉を取り巻く情勢と兵庫県
等の動向を踏まえ、“支え合い社会”づくりに向け
た展望を共有したい。

■図1 これからの兵庫の将来像（「21世紀兵庫長期ビジョン」より）
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新
た
な
時
代
の
福
祉
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

具
体
的
な
展
開

組
み
で
あ
る
協
働
推
進
目
標
と
県
社
協

と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
定
め
た

が（
図
2
参
照
）、こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
に
、平
成
24
年
度
よ
り
新
た
に
推
進
し

て
い
る
の
が
、「
ス
ト
ッ
プ・
ザ・
無
縁
社

会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。

　
こ
れ
ま
で
本
紙
で
紹
介
し
て
き
た
と

お
り
、こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
無
縁
社

会
」と
呼
ば
れ
る
社
会
状
況
を
私
た
ち
一

人
一
人
が
問
い
直
し
、お
互
い
の
存
在
を

認
め
合
い
、人
と
人
が
つ
な
が
り
支
え
合

え
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
呼
び
か
け

て
い
く
と
い
う
狙
い
で
開
始
し
た
も
の

だ
。8
月
10
日
の
全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
協
議
会
の
設
立
総
会
を
皮
切
り
に
、

3
年
連
続
で「
無
縁
社
会
」を
テ
ー
マ
と

し
た
第
51
回
社
会
福
祉
夏
季
大
学（
8

月
23
日
）の
開
催
や
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://stop-m
uen.jp

）の
開
設
を

行
っ
た
ほ
か
、以
下
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
広
報
グ
ッ
ズ
の
作
成

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、県
社
協
会
員

に
と
ど
ま
ら
ず
、広
く
県
民
に
対
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
り
、そ
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
い

か
に
効
果
的
に
進
め
る
か
が
鍵
と
な
る
。

そ
の
た
め
推
進
協
議
会
で
は
、い
た
だ

い
た
協
賛
金
を
活
用
し
て
、啓
発
用
の

チ
ラ
シ
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
推
進
団

体
等
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、展
示
用

の
ノ
ボ
リ
や
パ
ネ
ル
を
新
た
に
作
成
し
、

第
61
回
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
お
披

露
目
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る（
下
記

参
照
）。

②
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
全
県
的
な
運
動
推

進
の
観
点
か
ら
、市
町
域・ブ
ロ
ッ
ク
域
で

の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援
を
行
っ
て

い
く
予
定
だ
。幹
事
団
体
や
市
町
社
協
で

は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
沿
っ
た
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
す
で
に
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る（
図
3
参
照
）。

③
調
査・研
究
活
動

　「
無
縁
社
会
」を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

具
体
的
な
処
方
箋
の
検
討
も
必
要
と
な

る
。県
社
協
で
は
平
成
24
年
度
に「
小
地

域
福
祉
活
動
実
践
研
究
会
」を
実
施
し
て

お
り
、そ
の
成
果
を
基
に
、「
見
守
り
活
動

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク（
仮
称
）」を
作
成
す
る
予

定
だ
。ま
た
、県
社
会
福
祉
施
設
経
営
者

協
議
会
と
と
も
に
、「
社
会
福
祉
法
人
の

取
り
組
み
に
関
す
る
実
態
調
査
」を
実
施

し
、社
会
福
祉
法
人
が
地
域
社
会
で
さ
ら

に
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、推
進
協
議
会
の
総
会
や
幹
事

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
全
県
的
な
普
及
啓
発
の
取
り
組
み

を
一
層
強
化
し
、市
町
域
で
の
取
り
組
み

が
進
む
よ
う
、市
町
社
協
等
と
連
携
し
て
、

情
報
発
信
を
中
心
に
運
動
推
進
を
行
っ
て

い
く
予
定
だ
。

　
少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支

え
て
き
た〝
縁
〞（
図
4
参
照
）が
薄
れ
つ
つ

あ
る
。多
く
の
課
題
を
抱
え
る
社
会
保
障

制
度
と
同
様
、地
域
社
会
を
巡
る
状
況
は

「
待
っ
た
な
し
」の
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
人
は
、一
人
で
は
生
き
て
は
い
け
な
い
。

「
無
縁
社
会
」は
私
た
ち
一
人
一
人
の
問
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■図2 兵庫県社会福祉協議会 2015年計画

①人と人のつながりで自立と安心を育む
②兵庫らしい健康で充実した生涯を送れる社会を実現する
③次代を支え挑戦する人を創る
④未来を拓く産業の力を高める
⑤地域と共に持続する産業を育む
⑥生きがいにあふれたしごとを創る
⑦人と自然が共生する地域を創る
⑧低炭素で資源を生かす先進地を創る
⑨災害に強い安全安心な基盤を整える
⑩地域の交流・持続を支える基盤を整える
⑪個性を生かした地域の自立と地域間連携で元気を生み出す
⑫世界との交流を兵庫の未来へ結ぶ

【福祉社会づくりに向けた全県スローガン】
認め合い　ともにつながり　支え合う　みんなでつくる　ひょうごの福祉

■図3 県内各地で開催される「地域フォーラム」

■図4 私たちを支える「3つの縁」

創造的
市民社会

しごと
活性社会

環境
優先社会

多彩な
交流社会

協働推進目標
①みんなが認め合い、尊厳が守られる
　地域社会をつくりましょう
②みんなが参加し、つながることがで
　きる地域づくり活動を育みましょう
③みんなでその人らしい暮らしを支え
　る地域ケアや福祉サービスの充実・
　開発をめざしましょう
④みんなが安心・安全を実感できる支
　え合いネットワークづくりをすすめま
　しょう

●地域福祉講座（相生市社協、10月20日）
●支部まつり（南あわじ市社協、10月20日～12月22日）
●みんなの社協フェア（高砂市社協、11月18日）
●「ほっとけない！」地域づくりを考える集い（三木市社協、11月18日）
●養父市社協のつどい（養父市社協、12月1日）
●佐用町地域福祉研修会（佐用町社協、12月9日）
●第6回全国校区・小地域福祉活動サミットinKOBE・ひょうご
　（神戸市社協、1月12日）
●宍粟市地域福祉のつどい（宍粟市社協、2月10日）
●かいご学会in西宮2013（西宮市社協、2月19日）
●権利擁護研修（芦屋市社協、2月19日）
●あったか友愛推進大会（加西市社協、2月中旬）
●地域見守りフォーラム（伊丹市社協、3月14日）

「ストップ・ザ・無縁社会」
全県キャンペーン推進協議会
（事務局 兵庫県社会福祉協議会）

ＴＥＬ 078-242-4633
ＵＲＬ http://stop-muen.jp

【協賛金振込口座】
金融機関 ゆうちょ銀行
口座番号 00900-4-195362
口座名称 ストップザ無縁社会全県キャンペ

ーン推進協（ストップザムエンシャ
カイゼンケンキャンペーンスイシ
ンキョウ）

兵庫県社協のアクションプラン
【ACTION1】市町域での地域福
祉の推進力を高める支援を強化し
ます
【ACTION2】多様な主体がつな
がり、資源が循環する仕組みづく
りをすすめます
【ACTION3】質の高い福祉サー
ビスの充実・開発を支援します
【ACTION4】“暮らしのセーフティ
ネット”の充実・強化を支援します
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第
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回
兵
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福
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大
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を
開
催
し
ま
し
た
！

晴天のもと、キャンペーンのパネル展示を実施

身振り手振りを交え
熱のこもった講演を行う谷五郎氏

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン
幹事団体からのメッセージ

今こそ“家族の絆”の復活を！
　新年あけましておめでとうございます。
　戦後、日本人は個人の権利と選択による生き方を
至上のものとしてきましたが、経済発展とともに個
人の生活が核家族という形態に変化し、家族を中心
とした生活が崩れてしまいました。その結果として、
我が国は少子高齢化の先進地として、“無縁社会”と
いわれるような、希望の持てない国になりつつあり
ます。
　まだ遅くはありません。今こそ“家族の絆”を取り
戻し、自分を今日まで育ててくれた親や社会からの
恩を返していくという責任を、一人ひとりが持たな
ければなりません。いじめの事件が問題になりまし
たが、何より自分の子どもは自分が守り、親としての
責任を果たすべきだと感じています。
　その上で、「向こう三軒両隣」という古き良き言葉
にみられるような地域の再構築が必要です。隣の家

の雨戸が閉まったままなら、「おじいちゃん、大丈夫？」
と声をかけるのが普通であり、そうすることで孤独
死は自然と無くなるでしょう。そして最後に、家族や
地域ではどうにもできない部分を公が担うという
「公助」が来るのだと思います。
　地域で何かを行う時に核になるのは、やはり婦人
会や自治会、子ども会です。それらが一体となって
はじめて地域の活力が取り戻せると思います。兵
庫県連合婦人会では、これまでの歴史と組織力を
継承して、婦人会活動を一
層活性化させながら、人とし
ての生き方を次の世代に引
き継いでいくことの必要性
を感じています。

私たちは、「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンを推進しています！

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン推進協議会では、参画団体を引き続き募集しています。
お問い合わせは、推進協議会事務局（兵庫県社会福祉協議会 TEL078-242-4633）まで。

全県キャンペーンでは、皆さんからのメッセージを募集しています。
ホームページ（http://stop-muen.jp）等を通じて、率直なご意見を事務局までお寄せください！

兵庫県連合自治会
兵庫県連合婦人会　
神戸市婦人団体協議会
兵庫県消費者団体連絡協議会
兵庫県子ども会連合会　
兵庫県社会福祉協議会
兵庫県市町社協活動推進協議会
神戸市社会福祉協議会
兵庫県民生委員児童委員連合会
神戸市民生委員児童委員協議会
兵庫県社会福祉施設経営者協議会
兵庫県老人クラブ連合会　
兵庫県医師会　
生活協同組合コープこうべ
兵庫県商工会議所連合会
兵庫県商工会連合会
兵庫県経営者協会
日本労働組合総連合会兵庫県連合会

県内４９市区町社会福祉協議会

尼崎医療生活協同組合
家庭養護促進協会
きょうされん兵庫支部
近畿労働金庫兵庫地区統括本部
神戸医療生活協同組合
神戸掖済会病院
神戸市児童養護施設連盟
神戸市消費者協会
神戸市私立保育園連盟
神戸市身体障害者施設連盟
神戸市知的障害者施設連盟
神戸市乳児院連盟
神戸市母子生活支援施設協議会
神戸市老人福祉施設連盟
神戸新聞会館
神戸新聞厚生事業団　
神戸ＹＭＣＡ
神戸ＹＷＣＡ
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　神戸ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　阪神北ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　北播磨ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　中播磨ＯＢ会

兵庫県連合婦人会
会長　北野 美智子さん

地域のおせっかいを今一度
　親が我が子を虐待する。子が親を遺棄する。生徒
が優先座席に大股で座る。通勤電車で若者が朝食
を食べ、化粧する。こんな報道や光景がよく目に触
れる時代になったと思いませんか？
　私は専門家ではないので、それらの現象をどうこ
う論じる気はないが、戦後、自分が青年であった頃と
比較することならできる。
　昔は、どこにでも口うるさい親父とおせっかいなお
ばさんがいて、自分の子でなくても、していいことと
してはいけないことをあれこれと口出ししたものだ。
　ガキ大将と呼ばれる上級生が、近所の下級生を統
率し、遊びの中で悪さの許される極限を教えていた。
つまり、地域が子育てを担っていたともいえる。
　最近は、少子高齢化や核家族化が急速に進み、我
が家は我が家、隣は隣の風潮が蔓延し、特に都会で

は、青年団もなくなり、自治会活動も沈滞している
所が多く見受けられ、地域コミュニティにおせっか
いが期待できなくなってしまったことが、無縁社会
を生む要因ではないだろうか。
　商工会は、主に郡部で中小企業・小規模事業者の
経営改善普及事業を担うのが本務であるが、市町行
政の地域コミュニティ維持活動や警察行政の青パト
活動など、地域社会全体の活性化に向けた取組み
にも尽力しており、「ストップ
・ザ・無縁社会」の実現にも鋭
意努力をしてまいりたい。

兵庫県商工会連合会
会長　木南 岩男さん

こころ豊かな人づくり５００人委員会
　西播磨ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　但馬ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　丹波ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　淡路連絡会
中山視覚障害者福祉財団
二水会
日本公衆電話会兵庫支部
日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック協議会
日本赤十字社兵庫県支部
日本ボーイスカウト兵庫連盟
日本郵政グループ労働組合兵庫連絡協議会
認知症の人と家族の会兵庫県支部
姫路消費生活研究会
兵庫医療生活協同組合
兵庫県生きがい創造協会
兵庫県いけばな協会
兵庫県医療福祉施設連盟
兵庫県医療ソーシャルワーカー協会
兵庫県音楽団体協議会
兵庫県介護支援専門員協会
兵庫県介護福祉士会
兵庫県介護福祉士養成校連絡協議会
兵庫県介護老人保健施設協会　
兵庫県看護協会
兵庫県共同募金会
兵庫県漁業協同組合連合会
兵庫県勤労福祉協会
兵庫県芸術文化協会
兵庫県健康財団
兵庫県建設業協会
兵庫県更生施設連盟
兵庫県更生保護施設連盟
兵庫県交通安全対策委員会
兵庫県茶道協会
兵庫県歯科医師会
兵庫県視覚障害者福祉協会
兵庫県私学総連合会
兵庫県肢体不自由児者協会　
兵庫県児童養護連絡協議会
兵庫県社会就労センター協議会　
兵庫県社会福祉事業団　
兵庫県社会福祉士会　
兵庫県社会教育委員協議会
兵庫県商工会女性部連合会
兵庫県商工会青年部連合会
兵庫県身体障害者支援施設協議会
兵庫県身体障害者福祉協会 

兵庫県人権啓発協会　
兵庫県森林組合連合会
兵庫県生活協同組合連合会
兵庫県青少年赤十字協議会
兵庫県青少年本部
兵庫県精神福祉家族会連合会　
兵庫県精神保健福祉士協会
兵庫県青年洋上大学同窓会
兵庫県赤十字奉仕団
兵庫県体育協会
兵庫県体育協会　兵庫県スポーツ少年団
兵庫県地域包括・
　在宅介護支援センター協議会　
兵庫県知的障害者施設協会
兵庫県中小企業団体中央会
兵庫県聴力言語障害者連合会
兵庫県手をつなぐ育成会　
兵庫県難聴者福祉協会
兵庫県乳児院連盟
兵庫県ＢＢＳ連盟
兵庫県ＰＴＡ協議会
兵庫県病院協会
兵庫県婦人共励会
兵庫県保育協会
兵庫県ホームヘルプ事業者協議会　
兵庫県保護司会連合会　
兵庫県母子生活支援施設協議会
兵庫県ボランティア協会
兵庫県民間病院協会
兵庫県薬剤師会
ひょうご県友会
兵庫県ユースホステル協会
兵庫県理学療法士会
兵庫県立高等学校ＰＴＡ連合会
兵庫県老人福祉事業協会
兵庫県労働者福祉協議会
兵庫工業会
ひょうごセルフヘルプ支援センター
兵庫盲導犬協会
フードバンク関西
メインストリーム協会
野外活動協会

（五十音順）

幹事団体

推進団体

推進団体１７７団体
（平成24年11月20日現在）
〈内訳〉幹事団体18団体
　　　参画同意159団体
※市区町の民児協は、代表として県民
　児連・神戸市民児協が加入

社縁
（しゃえん）

血縁
（けつえん）

地縁
（ちえん）

職場の縁

地域の縁

家族の縁

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑦
“無縁社会”から
“支え合い社会”へ

2013 January5 2013 January 42013 January7 2013 January 62013 January9 2013 January 8
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ニ
」と
認
識
さ
れ
て
い
る
な
ど
、ス
タ
ッ
フ
が

働
き
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

 

仕
事
に
対
す
る
意
識
も
高
い
こ
と
か
ら
、

開
設
当
初
よ
り
働
く
ス
タ
ッ
フ
一
人
は
、今

で
は
オ
ー
ナ
ー
不
在
時
の
責
任
者
と
し
て

店
を
任
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。レ
ジ・発
注・

検
品・棚
卸
等
の
基
本
的
な
業
務
は
も
ち
ろ

ん
、発
注
か
ら
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、ポ
ッ
プ
広
告

の
作
成
ま
で
す
べ
て
行
い
、扱
い
が
難
し
い

新
商
品
の
発
注
も
行
っ
て
い
る
。

　
明
石
市
役
所
店
で
は
、通
常
の
商
品
に
加
え
、市
バ

ス
回
数
券
や
粗
大
ご
み
チ
ケ
ッ
ト
、明
石
天
文
科
学
館

の
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
の
ほ
か
、市
職
員
の
名
刺
の
受
注

や
、市
内
障
害
者
作
業
所
等
で
の
授
産
品
販
売
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、他
店
よ
り
も
取
り
扱
う
商
品
が
多
い
。

だ
が
、ス
タ
ッ
フ
は
昼
の
ピ
ー
ク
時
も
テ
キ
パ
キ
と
仕

事
を
こ
な
し
て
い
る
。

　
開
設
当
初
か
ら
働
き
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
皆
を
ま

と
め
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、「
初
め
の
頃
は
本
当
に
大
変

だ
っ
た
。初
め
て
レ
ジ
に
立
っ
た
時
は
足
が
ガ
ク
ガ
ク

し
て
、絶
対
間
違
っ
て
は
い
け
な
い
と
も
の
す
ご
く
緊

張
し
て
い
た
。ピ
ー
ク
時
の
12
時
が
嫌
に
な
る
く
ら
い

　
明
石
市
が
障
害
者
の
就
労
支
援
を
目
的
と
し
て
、市

役
所
の
中
に
コ
ン
ビ
ニ「
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
明
石
市

役
所
店
」を
平
成
19
年
11
月
に
開
設
し
て
か
ら
5
年
が

経
っ
た
。田
中
オ
ー
ナ
ー
は「
こ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
は
熱
心

で
、仕
事
に
対
し
て
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
安

心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
。身
体
の
不
調
が
な
い
限

り
突
然
休
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
な
い
」と
話
す
。

ま
た
、接
客
態
度
が
良
い
と
い
う
評
判
も
あ
り
、セ
ブ

ン
ー
イ
レ
ブ
ン
本
部
へ
の
ク
レ
ー
ム
は
皆
無
だ
。市
役

所
の
中
に
あ
る
た
め
、土
日
祝
日
が
休
み
で
あ
り
、利

用
客
の
大
半
が
市
職
員
の
固
定
客
で「
福
祉
の
コ
ン
ビ市内障害者作業所等の授産品販売

市役所内のコンビニによる障害者雇用は全国でも珍しい

次々とレジをこなすスタッフ

お昼のピーク時にはお客が列を作ってレジを待つ

だ
っ
た
が
、も
う
大
丈
夫
。こ
こ
ま
で
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。今
は
み
ん
な
で
話

し
合
い
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
る
。病
気
を
理
由
に

逃
げ
た
ら
あ
か
ん
、こ
の
仕
事
に
ゴ
ー
ル
は
な
い
！
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
現
在
、国
で
は
企
業
に
よ
る
障
害
者
の
雇
用
促
進
に

つ
い
て
の
議
論
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。企
業
と

市
役
所
の
連
携
に
よ
る
、先
駆
的
な「
福
祉
コ
ン
ビ
ニ
」

の
取
り
組
み
に
注
目
が
集
ま
る
。

まちとつながる・住民とつながる！
企業・ＮＰＯの地域づくりリポート

雇
用
拡
大
を
通
じ
て

障
害
者
の
自
立
を
支
え
る

「
病
気
を
理
由
に
逃
げ
て
は
だ
め
！
」

株
式
会
社
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン 

明
石
市
役
所
店

オ
ー
ナ
ー
　
田
中 

正
洋

所
在
地
　
兵
庫
県
明
石
市
中
崎
1
丁
目
5
ー
1

　
　
　
　
明
石
市
役
所
本
庁
舎
2
階
ロ
ビ
ー
北
側

営
業
時
間
　
8
時
〜
18
時

T
E
L
　
0
7
8（
9
1
4
）6
2
2
6

行
政
の
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
る
障
害
者
雇
用

明
石
市
役
所
に
お
け
る「
福
祉
コ
ン
ビ
ニ
」 

ー
株
式
会
社
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
ー

30
日
に
第
1
回
が
開
催
さ
れ
た
社
会
保

障
制
度
改
革
国
民
会
議
で
は
、医
療・介

護
な
ど
の
将
来
像
に
つ
い
て
議
論
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。ま
た
、生
活
困
窮
者
の
増
加

や
生
活
課
題
の
深
刻
化
を
背
景
と
し
て

「
生
活
支
援
戦
略
」の
策
定
も
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（
12
月
号
特
集
参
照
）。

　
ま
た
兵
庫
県
で
も
、平
成
23
年
12
月
に

改
訂
さ
れ
た「
21
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」を
受
け
た
施
策
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ

る
。同
計
画
で
は
、「
創
造
と
共
生
の
舞

台・兵
庫
」の
実
現
に
向
け
て
、県
民
主
役・

地
域
主
導
を
基
本
と
し
て
、図
1
の
将
来

像
を
示
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
実
現
に
向

け
た
基
本
戦
略
と
し
て
、「
つ
な
が
り
に
よ

る
家
族・地
域
の
再
生
」「
災
害
に
強
い
安

全
安
心
な
地
域
づ
く
り
」な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、人
と
人
が
連
帯
す
る
新
た
な

地
域
社
会
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、私
た
ち
は

あ
ら
た
め
て
、目
指
す
福
祉
社
会
の
姿
を

県
民
み
ん
な
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、そ

の
実
現
に
向
け
て
幅
広
い
団
体・個
人
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
、次
の
展
望

を
切
り
開
く
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
。本
会

で
は
平
成
23
年
4
月
に「
兵
庫
県
社
協

2
0
1
5
年
計
画
」（
平
成
23
〜
27
年
度
）

を
策
定
し
、会
員
と
と
も
に
進
め
る
取
り

　
平
成
24
年
は
、私
た
ち
の
生
活
に
直
結

す
る
大
き
な
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で

あ
っ
た
。社
会
保
障
の
充
実・安
定
化
と
、

そ
の
た
め
の
安
定
財
源
確
保
と
財
政
健

全
化
の
同
時
達
成
を
目
指
し
た「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」が
進
め
ら
れ
、消

費
税
の
増
税
を
柱
と
す
る
関
連
8
法
案

が
国
会
で
成
立
し
た
。そ
の
後
、各
福
祉

制
度
の
改
革
も
検
討
が
進
め
ら
れ
、11
月

　本会では、「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャン
ペーンを提唱し、県内の福祉・経済・労働など多
様な分野の18団体を幹事として、同キャンペー
ンの推進協議会を8月に立ち上げ、広報・啓発活
動を中心に運動を推進しているところである。
　今月号では、社会福祉を取り巻く情勢と兵庫県
等の動向を踏まえ、“支え合い社会”づくりに向け
た展望を共有したい。

■図1 これからの兵庫の将来像（「21世紀兵庫長期ビジョン」より）
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新
た
な
時
代
の
福
祉
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

具
体
的
な
展
開

組
み
で
あ
る
協
働
推
進
目
標
と
県
社
協

と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
定
め
た

が（
図
2
参
照
）、こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
に
、平
成
24
年
度
よ
り
新
た
に
推
進
し

て
い
る
の
が
、「
ス
ト
ッ
プ・
ザ・
無
縁
社

会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。

　
こ
れ
ま
で
本
紙
で
紹
介
し
て
き
た
と

お
り
、こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
無
縁
社

会
」と
呼
ば
れ
る
社
会
状
況
を
私
た
ち
一

人
一
人
が
問
い
直
し
、お
互
い
の
存
在
を

認
め
合
い
、人
と
人
が
つ
な
が
り
支
え
合

え
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
呼
び
か
け

て
い
く
と
い
う
狙
い
で
開
始
し
た
も
の

だ
。8
月
10
日
の
全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
協
議
会
の
設
立
総
会
を
皮
切
り
に
、

3
年
連
続
で「
無
縁
社
会
」を
テ
ー
マ
と

し
た
第
51
回
社
会
福
祉
夏
季
大
学（
8

月
23
日
）の
開
催
や
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://stop-m
uen.jp

）の
開
設
を

行
っ
た
ほ
か
、以
下
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
広
報
グ
ッ
ズ
の
作
成

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、県
社
協
会
員

に
と
ど
ま
ら
ず
、広
く
県
民
に
対
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
り
、そ
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
い

か
に
効
果
的
に
進
め
る
か
が
鍵
と
な
る
。

そ
の
た
め
推
進
協
議
会
で
は
、い
た
だ

い
た
協
賛
金
を
活
用
し
て
、啓
発
用
の

チ
ラ
シ
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
推
進
団

体
等
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、展
示
用

の
ノ
ボ
リ
や
パ
ネ
ル
を
新
た
に
作
成
し
、

第
61
回
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
お
披

露
目
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る（
下
記

参
照
）。

②
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
全
県
的
な
運
動
推

進
の
観
点
か
ら
、市
町
域・ブ
ロ
ッ
ク
域
で

の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援
を
行
っ
て

い
く
予
定
だ
。幹
事
団
体
や
市
町
社
協
で

は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
沿
っ
た
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
す
で
に
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る（
図
3
参
照
）。

③
調
査・研
究
活
動

　「
無
縁
社
会
」を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

具
体
的
な
処
方
箋
の
検
討
も
必
要
と
な

る
。県
社
協
で
は
平
成
24
年
度
に「
小
地

域
福
祉
活
動
実
践
研
究
会
」を
実
施
し
て

お
り
、そ
の
成
果
を
基
に
、「
見
守
り
活
動

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク（
仮
称
）」を
作
成
す
る
予

定
だ
。ま
た
、県
社
会
福
祉
施
設
経
営
者

協
議
会
と
と
も
に
、「
社
会
福
祉
法
人
の

取
り
組
み
に
関
す
る
実
態
調
査
」を
実
施

し
、社
会
福
祉
法
人
が
地
域
社
会
で
さ
ら

に
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、推
進
協
議
会
の
総
会
や
幹
事

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
全
県
的
な
普
及
啓
発
の
取
り
組
み

を
一
層
強
化
し
、市
町
域
で
の
取
り
組
み

が
進
む
よ
う
、市
町
社
協
等
と
連
携
し
て
、

情
報
発
信
を
中
心
に
運
動
推
進
を
行
っ
て

い
く
予
定
だ
。

　
少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支

え
て
き
た〝
縁
〞（
図
4
参
照
）が
薄
れ
つ
つ

あ
る
。多
く
の
課
題
を
抱
え
る
社
会
保
障

制
度
と
同
様
、地
域
社
会
を
巡
る
状
況
は

「
待
っ
た
な
し
」の
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
人
は
、一
人
で
は
生
き
て
は
い
け
な
い
。

「
無
縁
社
会
」は
私
た
ち
一
人
一
人
の
問
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■図2 兵庫県社会福祉協議会 2015年計画

①人と人のつながりで自立と安心を育む
②兵庫らしい健康で充実した生涯を送れる社会を実現する
③次代を支え挑戦する人を創る
④未来を拓く産業の力を高める
⑤地域と共に持続する産業を育む
⑥生きがいにあふれたしごとを創る
⑦人と自然が共生する地域を創る
⑧低炭素で資源を生かす先進地を創る
⑨災害に強い安全安心な基盤を整える
⑩地域の交流・持続を支える基盤を整える
⑪個性を生かした地域の自立と地域間連携で元気を生み出す
⑫世界との交流を兵庫の未来へ結ぶ

【福祉社会づくりに向けた全県スローガン】
認め合い　ともにつながり　支え合う　みんなでつくる　ひょうごの福祉

■図3 県内各地で開催される「地域フォーラム」

■図4 私たちを支える「3つの縁」

創造的
市民社会

しごと
活性社会

環境
優先社会

多彩な
交流社会

協働推進目標
①みんなが認め合い、尊厳が守られる
　地域社会をつくりましょう
②みんなが参加し、つながることがで
　きる地域づくり活動を育みましょう
③みんなでその人らしい暮らしを支え
　る地域ケアや福祉サービスの充実・
　開発をめざしましょう
④みんなが安心・安全を実感できる支
　え合いネットワークづくりをすすめま
　しょう

●地域福祉講座（相生市社協、10月20日）
●支部まつり（南あわじ市社協、10月20日～12月22日）
●みんなの社協フェア（高砂市社協、11月18日）
●「ほっとけない！」地域づくりを考える集い（三木市社協、11月18日）
●養父市社協のつどい（養父市社協、12月1日）
●佐用町地域福祉研修会（佐用町社協、12月9日）
●第6回全国校区・小地域福祉活動サミットinKOBE・ひょうご
　（神戸市社協、1月12日）
●宍粟市地域福祉のつどい（宍粟市社協、2月10日）
●かいご学会in西宮2013（西宮市社協、2月19日）
●権利擁護研修（芦屋市社協、2月19日）
●あったか友愛推進大会（加西市社協、2月中旬）
●地域見守りフォーラム（伊丹市社協、3月14日）

「ストップ・ザ・無縁社会」
全県キャンペーン推進協議会
（事務局 兵庫県社会福祉協議会）

ＴＥＬ 078-242-4633
ＵＲＬ http://stop-muen.jp

【協賛金振込口座】
金融機関 ゆうちょ銀行
口座番号 00900-4-195362
口座名称 ストップザ無縁社会全県キャンペ

ーン推進協（ストップザムエンシャ
カイゼンケンキャンペーンスイシ
ンキョウ）

兵庫県社協のアクションプラン
【ACTION1】市町域での地域福
祉の推進力を高める支援を強化し
ます
【ACTION2】多様な主体がつな
がり、資源が循環する仕組みづく
りをすすめます
【ACTION3】質の高い福祉サー
ビスの充実・開発を支援します
【ACTION4】“暮らしのセーフティ
ネット”の充実・強化を支援します

題
で
あ
り
、失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
で
の

支
え
合
い
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
よ
う

と
い
う
働
き
か
け
で
あ
る
。〝
支
え
合
い

社
会
〞を
実
現
す
る
た
め
に
は
、地
域
で

の
見
守
り
活
動
や「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

の
関
係
を
促
す
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
県

民
に
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「
認
め
合
い 

と
も
に
つ
な
が
り 

支
え
合

う 
み
ん
な
で
つ
く
る 

ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
」

を
目
指
し
て
、つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
。

〝
支
え
合
い
社
会
〞の

実
現
に
向
け
て

　
11
月
30
日
、高
砂
市
文
化
会
館
に
て
、

兵
庫
県・兵
庫
県
社
協・高
砂
市・高
砂
市

社
協
の
共
催
で
第
61
回
兵
庫
県
社
会
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、県
内
の
社
会
福
祉

関
係
者
約
1
，0
0
0
人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社

会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
賛
事
業
と
し
て

開
催
さ
れ
、会
場
内
で
パ
ネ
ル
展
示
や
紹

介
ム
ー
ビ
ー
の
映
写
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

参
加
者
に
対
し
て
啓
発
チ
ラ
シ
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
な
ど
が
配
布
さ
れ
た
。こ
れ
ら

は
、兵
庫
県
遊
技
業
組
合
連
合
会
青
年
部

会
、伊
藤
喜
商
事
株
式
会
社
に
よ
る
協
賛

を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
画
方
法
は
、

大
き
く
分
け
て
3
つ
あ
り
ま
す
。あ
な
た

に
で
き
る
こ
と
か
ら
、一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

方
法
①

推
進
団
体
と
し
て
参
加
す
る

●
特
別
な
参
加
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
参
画
同
意
書
を

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
事
務
局
ま
で
提

　
出
く
だ
さ
い
！

方
法
②

広
報
や
協
賛
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

●
各
団
体
で
発
行
さ
れ
る
機
関
紙
や

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

　
広
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

方
法
③

協
賛
金
に
協
力
す
る

●
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、皆
さ
ま
か
ら

　
の
協
賛
金
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、左
記
口
座

　
へ
協
賛
金
を
ご
送
金
く
だ
さ
い
！

　
大
会
は
、地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
に
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
た
後
、兵
庫
県
知
事
等
に
よ
る
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ
た
。式
典
で
は
、社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
と
団
体
に
対

し
、兵
庫
県
知
事
、兵
庫
県
社
協
会
長
等

の
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
る
な
ど
、長
年
の

功
績
が
た
た
え
ら
れ
た
。

　
式
典
後
は
、記
念
講
演
と
し
て「
谷
五
郎

の
こ
こ
ろ
に
き
く
ラ
ジ
オ
」等
で
お
な
じ
み

の
ラ
ジ
オ・パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
谷
五
郎
氏
が

登
壇
し
た
。谷
氏
は
、平
成
21
年
の
豪
雨
災

害
時
に
社
会
福
祉
協
議
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
す
る
バ
ス
に
同
乗
し
、佐
用
町

に
て
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
た

こ
と
や
、そ
の
後
の
中
越
地
震
、東
日
本
大

震
災
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
駆
け
つ

け
た
際
の
体
験
談
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

人
と
人
が
支
え
合
う
こ
と
、絆
や
つ
な
が

り
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
語
り
か
け
、参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

第
61
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

晴天のもと、キャンペーンのパネル展示を実施

身振り手振りを交え
熱のこもった講演を行う谷五郎氏

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン
幹事団体からのメッセージ

今こそ“家族の絆”の復活を！
　新年あけましておめでとうございます。
　戦後、日本人は個人の権利と選択による生き方を
至上のものとしてきましたが、経済発展とともに個
人の生活が核家族という形態に変化し、家族を中心
とした生活が崩れてしまいました。その結果として、
我が国は少子高齢化の先進地として、“無縁社会”と
いわれるような、希望の持てない国になりつつあり
ます。
　まだ遅くはありません。今こそ“家族の絆”を取り
戻し、自分を今日まで育ててくれた親や社会からの
恩を返していくという責任を、一人ひとりが持たな
ければなりません。いじめの事件が問題になりまし
たが、何より自分の子どもは自分が守り、親としての
責任を果たすべきだと感じています。
　その上で、「向こう三軒両隣」という古き良き言葉
にみられるような地域の再構築が必要です。隣の家

の雨戸が閉まったままなら、「おじいちゃん、大丈夫？」
と声をかけるのが普通であり、そうすることで孤独
死は自然と無くなるでしょう。そして最後に、家族や
地域ではどうにもできない部分を公が担うという
「公助」が来るのだと思います。
　地域で何かを行う時に核になるのは、やはり婦人
会や自治会、子ども会です。それらが一体となって
はじめて地域の活力が取り戻せると思います。兵
庫県連合婦人会では、これまでの歴史と組織力を
継承して、婦人会活動を一
層活性化させながら、人とし
ての生き方を次の世代に引
き継いでいくことの必要性
を感じています。

私たちは、「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンを推進しています！

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン推進協議会では、参画団体を引き続き募集しています。
お問い合わせは、推進協議会事務局（兵庫県社会福祉協議会 TEL078-242-4633）まで。

全県キャンペーンでは、皆さんからのメッセージを募集しています。
ホームページ（http://stop-muen.jp）等を通じて、率直なご意見を事務局までお寄せください！

兵庫県連合自治会
兵庫県連合婦人会　
神戸市婦人団体協議会
兵庫県消費者団体連絡協議会
兵庫県子ども会連合会　
兵庫県社会福祉協議会
兵庫県市町社協活動推進協議会
神戸市社会福祉協議会
兵庫県民生委員児童委員連合会
神戸市民生委員児童委員協議会
兵庫県社会福祉施設経営者協議会
兵庫県老人クラブ連合会　
兵庫県医師会　
生活協同組合コープこうべ
兵庫県商工会議所連合会
兵庫県商工会連合会
兵庫県経営者協会
日本労働組合総連合会兵庫県連合会

県内４９市区町社会福祉協議会

尼崎医療生活協同組合
家庭養護促進協会
きょうされん兵庫支部
近畿労働金庫兵庫地区統括本部
神戸医療生活協同組合
神戸掖済会病院
神戸市児童養護施設連盟
神戸市消費者協会
神戸市私立保育園連盟
神戸市身体障害者施設連盟
神戸市知的障害者施設連盟
神戸市乳児院連盟
神戸市母子生活支援施設協議会
神戸市老人福祉施設連盟
神戸新聞会館
神戸新聞厚生事業団　
神戸ＹＭＣＡ
神戸ＹＷＣＡ
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　神戸ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　阪神北ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　北播磨ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　中播磨ＯＢ会

兵庫県連合婦人会
会長　北野 美智子さん

地域のおせっかいを今一度
　親が我が子を虐待する。子が親を遺棄する。生徒
が優先座席に大股で座る。通勤電車で若者が朝食
を食べ、化粧する。こんな報道や光景がよく目に触
れる時代になったと思いませんか？
　私は専門家ではないので、それらの現象をどうこ
う論じる気はないが、戦後、自分が青年であった頃と
比較することならできる。
　昔は、どこにでも口うるさい親父とおせっかいなお
ばさんがいて、自分の子でなくても、していいことと
してはいけないことをあれこれと口出ししたものだ。
　ガキ大将と呼ばれる上級生が、近所の下級生を統
率し、遊びの中で悪さの許される極限を教えていた。
つまり、地域が子育てを担っていたともいえる。
　最近は、少子高齢化や核家族化が急速に進み、我
が家は我が家、隣は隣の風潮が蔓延し、特に都会で

は、青年団もなくなり、自治会活動も沈滞している
所が多く見受けられ、地域コミュニティにおせっか
いが期待できなくなってしまったことが、無縁社会
を生む要因ではないだろうか。
　商工会は、主に郡部で中小企業・小規模事業者の
経営改善普及事業を担うのが本務であるが、市町行
政の地域コミュニティ維持活動や警察行政の青パト
活動など、地域社会全体の活性化に向けた取組み
にも尽力しており、「ストップ
・ザ・無縁社会」の実現にも鋭
意努力をしてまいりたい。

兵庫県商工会連合会
会長　木南 岩男さん

こころ豊かな人づくり５００人委員会
　西播磨ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　但馬ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　丹波ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　淡路連絡会
中山視覚障害者福祉財団
二水会
日本公衆電話会兵庫支部
日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック協議会
日本赤十字社兵庫県支部
日本ボーイスカウト兵庫連盟
日本郵政グループ労働組合兵庫連絡協議会
認知症の人と家族の会兵庫県支部
姫路消費生活研究会
兵庫医療生活協同組合
兵庫県生きがい創造協会
兵庫県いけばな協会
兵庫県医療福祉施設連盟
兵庫県医療ソーシャルワーカー協会
兵庫県音楽団体協議会
兵庫県介護支援専門員協会
兵庫県介護福祉士会
兵庫県介護福祉士養成校連絡協議会
兵庫県介護老人保健施設協会　
兵庫県看護協会
兵庫県共同募金会
兵庫県漁業協同組合連合会
兵庫県勤労福祉協会
兵庫県芸術文化協会
兵庫県健康財団
兵庫県建設業協会
兵庫県更生施設連盟
兵庫県更生保護施設連盟
兵庫県交通安全対策委員会
兵庫県茶道協会
兵庫県歯科医師会
兵庫県視覚障害者福祉協会
兵庫県私学総連合会
兵庫県肢体不自由児者協会　
兵庫県児童養護連絡協議会
兵庫県社会就労センター協議会　
兵庫県社会福祉事業団　
兵庫県社会福祉士会　
兵庫県社会教育委員協議会
兵庫県商工会女性部連合会
兵庫県商工会青年部連合会
兵庫県身体障害者支援施設協議会
兵庫県身体障害者福祉協会 

兵庫県人権啓発協会　
兵庫県森林組合連合会
兵庫県生活協同組合連合会
兵庫県青少年赤十字協議会
兵庫県青少年本部
兵庫県精神福祉家族会連合会　
兵庫県精神保健福祉士協会
兵庫県青年洋上大学同窓会
兵庫県赤十字奉仕団
兵庫県体育協会
兵庫県体育協会　兵庫県スポーツ少年団
兵庫県地域包括・
　在宅介護支援センター協議会　
兵庫県知的障害者施設協会
兵庫県中小企業団体中央会
兵庫県聴力言語障害者連合会
兵庫県手をつなぐ育成会　
兵庫県難聴者福祉協会
兵庫県乳児院連盟
兵庫県ＢＢＳ連盟
兵庫県ＰＴＡ協議会
兵庫県病院協会
兵庫県婦人共励会
兵庫県保育協会
兵庫県ホームヘルプ事業者協議会　
兵庫県保護司会連合会　
兵庫県母子生活支援施設協議会
兵庫県ボランティア協会
兵庫県民間病院協会
兵庫県薬剤師会
ひょうご県友会
兵庫県ユースホステル協会
兵庫県理学療法士会
兵庫県立高等学校ＰＴＡ連合会
兵庫県老人福祉事業協会
兵庫県労働者福祉協議会
兵庫工業会
ひょうごセルフヘルプ支援センター
兵庫盲導犬協会
フードバンク関西
メインストリーム協会
野外活動協会

（五十音順）

幹事団体

推進団体

推進団体１７７団体
（平成24年11月20日現在）
〈内訳〉幹事団体18団体
　　　参画同意159団体
※市区町の民児協は、代表として県民
　児連・神戸市民児協が加入

社縁
（しゃえん）

血縁
（けつえん）

地縁
（ちえん）

職場の縁

地域の縁

家族の縁

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑦
“無縁社会”から
“支え合い社会”へ

2013 January5 2013 January 42013 January7 2013 January 62013 January9 2013 January 8
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ニ
」と
認
識
さ
れ
て
い
る
な
ど
、ス
タ
ッ
フ
が

働
き
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

 

仕
事
に
対
す
る
意
識
も
高
い
こ
と
か
ら
、

開
設
当
初
よ
り
働
く
ス
タ
ッ
フ
一
人
は
、今

で
は
オ
ー
ナ
ー
不
在
時
の
責
任
者
と
し
て

店
を
任
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。レ
ジ・発
注・

検
品・棚
卸
等
の
基
本
的
な
業
務
は
も
ち
ろ

ん
、発
注
か
ら
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、ポ
ッ
プ
広
告

の
作
成
ま
で
す
べ
て
行
い
、扱
い
が
難
し
い

新
商
品
の
発
注
も
行
っ
て
い
る
。

　
明
石
市
役
所
店
で
は
、通
常
の
商
品
に
加
え
、市
バ

ス
回
数
券
や
粗
大
ご
み
チ
ケ
ッ
ト
、明
石
天
文
科
学
館

の
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
の
ほ
か
、市
職
員
の
名
刺
の
受
注

や
、市
内
障
害
者
作
業
所
等
で
の
授
産
品
販
売
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、他
店
よ
り
も
取
り
扱
う
商
品
が
多
い
。

だ
が
、ス
タ
ッ
フ
は
昼
の
ピ
ー
ク
時
も
テ
キ
パ
キ
と
仕

事
を
こ
な
し
て
い
る
。

　
開
設
当
初
か
ら
働
き
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
皆
を
ま

と
め
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、「
初
め
の
頃
は
本
当
に
大
変

だ
っ
た
。初
め
て
レ
ジ
に
立
っ
た
時
は
足
が
ガ
ク
ガ
ク

し
て
、絶
対
間
違
っ
て
は
い
け
な
い
と
も
の
す
ご
く
緊

張
し
て
い
た
。ピ
ー
ク
時
の
12
時
が
嫌
に
な
る
く
ら
い

　
明
石
市
が
障
害
者
の
就
労
支
援
を
目
的
と
し
て
、市

役
所
の
中
に
コ
ン
ビ
ニ「
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
明
石
市

役
所
店
」を
平
成
19
年
11
月
に
開
設
し
て
か
ら
5
年
が

経
っ
た
。田
中
オ
ー
ナ
ー
は「
こ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
は
熱
心

で
、仕
事
に
対
し
て
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
安

心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
。身
体
の
不
調
が
な
い
限

り
突
然
休
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
な
い
」と
話
す
。

ま
た
、接
客
態
度
が
良
い
と
い
う
評
判
も
あ
り
、セ
ブ

ン
ー
イ
レ
ブ
ン
本
部
へ
の
ク
レ
ー
ム
は
皆
無
だ
。市
役

所
の
中
に
あ
る
た
め
、土
日
祝
日
が
休
み
で
あ
り
、利

用
客
の
大
半
が
市
職
員
の
固
定
客
で「
福
祉
の
コ
ン
ビ市内障害者作業所等の授産品販売

市役所内のコンビニによる障害者雇用は全国でも珍しい

次々とレジをこなすスタッフ

お昼のピーク時にはお客が列を作ってレジを待つ

だ
っ
た
が
、も
う
大
丈
夫
。こ
こ
ま
で
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。今
は
み
ん
な
で
話

し
合
い
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
る
。病
気
を
理
由
に

逃
げ
た
ら
あ
か
ん
、こ
の
仕
事
に
ゴ
ー
ル
は
な
い
！
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
現
在
、国
で
は
企
業
に
よ
る
障
害
者
の
雇
用
促
進
に

つ
い
て
の
議
論
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。企
業
と

市
役
所
の
連
携
に
よ
る
、先
駆
的
な「
福
祉
コ
ン
ビ
ニ
」

の
取
り
組
み
に
注
目
が
集
ま
る
。

まちとつながる・住民とつながる！
企業・ＮＰＯの地域づくりリポート

雇
用
拡
大
を
通
じ
て

障
害
者
の
自
立
を
支
え
る

「
病
気
を
理
由
に
逃
げ
て
は
だ
め
！
」

株
式
会
社
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン 

明
石
市
役
所
店

オ
ー
ナ
ー
　
田
中 

正
洋

所
在
地
　
兵
庫
県
明
石
市
中
崎
1
丁
目
5
ー
1

　
　
　
　
明
石
市
役
所
本
庁
舎
2
階
ロ
ビ
ー
北
側

営
業
時
間
　
8
時
〜
18
時

T
E
L
　
0
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9
1
4
）6
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2
6

行
政
の
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
る
障
害
者
雇
用

明
石
市
役
所
に
お
け
る「
福
祉
コ
ン
ビ
ニ
」 

ー
株
式
会
社
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
ー

30
日
に
第
1
回
が
開
催
さ
れ
た
社
会
保

障
制
度
改
革
国
民
会
議
で
は
、医
療・介

護
な
ど
の
将
来
像
に
つ
い
て
議
論
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。ま
た
、生
活
困
窮
者
の
増
加

や
生
活
課
題
の
深
刻
化
を
背
景
と
し
て

「
生
活
支
援
戦
略
」の
策
定
も
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（
12
月
号
特
集
参
照
）。

　
ま
た
兵
庫
県
で
も
、平
成
23
年
12
月
に

改
訂
さ
れ
た「
21
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」を
受
け
た
施
策
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ

る
。同
計
画
で
は
、「
創
造
と
共
生
の
舞

台・兵
庫
」の
実
現
に
向
け
て
、県
民
主
役・

地
域
主
導
を
基
本
と
し
て
、図
1
の
将
来

像
を
示
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
実
現
に
向

け
た
基
本
戦
略
と
し
て
、「
つ
な
が
り
に
よ

る
家
族・地
域
の
再
生
」「
災
害
に
強
い
安

全
安
心
な
地
域
づ
く
り
」な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、人
と
人
が
連
帯
す
る
新
た
な

地
域
社
会
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、私
た
ち
は

あ
ら
た
め
て
、目
指
す
福
祉
社
会
の
姿
を

県
民
み
ん
な
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、そ

の
実
現
に
向
け
て
幅
広
い
団
体・個
人
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
、次
の
展
望

を
切
り
開
く
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
。本
会

で
は
平
成
23
年
4
月
に「
兵
庫
県
社
協

2
0
1
5
年
計
画
」（
平
成
23
〜
27
年
度
）

を
策
定
し
、会
員
と
と
も
に
進
め
る
取
り

　
平
成
24
年
は
、私
た
ち
の
生
活
に
直
結

す
る
大
き
な
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で

あ
っ
た
。社
会
保
障
の
充
実・安
定
化
と
、

そ
の
た
め
の
安
定
財
源
確
保
と
財
政
健

全
化
の
同
時
達
成
を
目
指
し
た「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」が
進
め
ら
れ
、消

費
税
の
増
税
を
柱
と
す
る
関
連
8
法
案

が
国
会
で
成
立
し
た
。そ
の
後
、各
福
祉

制
度
の
改
革
も
検
討
が
進
め
ら
れ
、11
月

　本会では、「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャン
ペーンを提唱し、県内の福祉・経済・労働など多
様な分野の18団体を幹事として、同キャンペー
ンの推進協議会を8月に立ち上げ、広報・啓発活
動を中心に運動を推進しているところである。
　今月号では、社会福祉を取り巻く情勢と兵庫県
等の動向を踏まえ、“支え合い社会”づくりに向け
た展望を共有したい。

■図1 これからの兵庫の将来像（「21世紀兵庫長期ビジョン」より）
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新
た
な
時
代
の
福
祉
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

具
体
的
な
展
開

組
み
で
あ
る
協
働
推
進
目
標
と
県
社
協

と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
定
め
た

が（
図
2
参
照
）、こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
に
、平
成
24
年
度
よ
り
新
た
に
推
進
し

て
い
る
の
が
、「
ス
ト
ッ
プ・
ザ・
無
縁
社

会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。

　
こ
れ
ま
で
本
紙
で
紹
介
し
て
き
た
と

お
り
、こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
無
縁
社

会
」と
呼
ば
れ
る
社
会
状
況
を
私
た
ち
一

人
一
人
が
問
い
直
し
、お
互
い
の
存
在
を

認
め
合
い
、人
と
人
が
つ
な
が
り
支
え
合

え
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
呼
び
か
け

て
い
く
と
い
う
狙
い
で
開
始
し
た
も
の

だ
。8
月
10
日
の
全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
協
議
会
の
設
立
総
会
を
皮
切
り
に
、

3
年
連
続
で「
無
縁
社
会
」を
テ
ー
マ
と

し
た
第
51
回
社
会
福
祉
夏
季
大
学（
8

月
23
日
）の
開
催
や
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://stop-m
uen.jp

）の
開
設
を

行
っ
た
ほ
か
、以
下
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
広
報
グ
ッ
ズ
の
作
成

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、県
社
協
会
員

に
と
ど
ま
ら
ず
、広
く
県
民
に
対
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
り
、そ
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
い

か
に
効
果
的
に
進
め
る
か
が
鍵
と
な
る
。

そ
の
た
め
推
進
協
議
会
で
は
、い
た
だ

い
た
協
賛
金
を
活
用
し
て
、啓
発
用
の

チ
ラ
シ
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
推
進
団

体
等
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、展
示
用

の
ノ
ボ
リ
や
パ
ネ
ル
を
新
た
に
作
成
し
、

第
61
回
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
お
披

露
目
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る（
下
記

参
照
）。

②
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
全
県
的
な
運
動
推

進
の
観
点
か
ら
、市
町
域・ブ
ロ
ッ
ク
域
で

の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援
を
行
っ
て

い
く
予
定
だ
。幹
事
団
体
や
市
町
社
協
で

は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
沿
っ
た
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
す
で
に
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る（
図
3
参
照
）。

③
調
査・研
究
活
動

　「
無
縁
社
会
」を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

具
体
的
な
処
方
箋
の
検
討
も
必
要
と
な

る
。県
社
協
で
は
平
成
24
年
度
に「
小
地

域
福
祉
活
動
実
践
研
究
会
」を
実
施
し
て

お
り
、そ
の
成
果
を
基
に
、「
見
守
り
活
動

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク（
仮
称
）」を
作
成
す
る
予

定
だ
。ま
た
、県
社
会
福
祉
施
設
経
営
者

協
議
会
と
と
も
に
、「
社
会
福
祉
法
人
の

取
り
組
み
に
関
す
る
実
態
調
査
」を
実
施

し
、社
会
福
祉
法
人
が
地
域
社
会
で
さ
ら

に
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、推
進
協
議
会
の
総
会
や
幹
事

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
全
県
的
な
普
及
啓
発
の
取
り
組
み

を
一
層
強
化
し
、市
町
域
で
の
取
り
組
み

が
進
む
よ
う
、市
町
社
協
等
と
連
携
し
て
、

情
報
発
信
を
中
心
に
運
動
推
進
を
行
っ
て

い
く
予
定
だ
。

　
少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支

え
て
き
た〝
縁
〞（
図
4
参
照
）が
薄
れ
つ
つ

あ
る
。多
く
の
課
題
を
抱
え
る
社
会
保
障

制
度
と
同
様
、地
域
社
会
を
巡
る
状
況
は

「
待
っ
た
な
し
」の
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
人
は
、一
人
で
は
生
き
て
は
い
け
な
い
。

「
無
縁
社
会
」は
私
た
ち
一
人
一
人
の
問
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■図2 兵庫県社会福祉協議会 2015年計画

①人と人のつながりで自立と安心を育む
②兵庫らしい健康で充実した生涯を送れる社会を実現する
③次代を支え挑戦する人を創る
④未来を拓く産業の力を高める
⑤地域と共に持続する産業を育む
⑥生きがいにあふれたしごとを創る
⑦人と自然が共生する地域を創る
⑧低炭素で資源を生かす先進地を創る
⑨災害に強い安全安心な基盤を整える
⑩地域の交流・持続を支える基盤を整える
⑪個性を生かした地域の自立と地域間連携で元気を生み出す
⑫世界との交流を兵庫の未来へ結ぶ

【福祉社会づくりに向けた全県スローガン】
認め合い　ともにつながり　支え合う　みんなでつくる　ひょうごの福祉

■図3 県内各地で開催される「地域フォーラム」

■図4 私たちを支える「3つの縁」

創造的
市民社会

しごと
活性社会

環境
優先社会

多彩な
交流社会

協働推進目標
①みんなが認め合い、尊厳が守られる
　地域社会をつくりましょう
②みんなが参加し、つながることがで
　きる地域づくり活動を育みましょう
③みんなでその人らしい暮らしを支え
　る地域ケアや福祉サービスの充実・
　開発をめざしましょう
④みんなが安心・安全を実感できる支
　え合いネットワークづくりをすすめま
　しょう

●地域福祉講座（相生市社協、10月20日）
●支部まつり（南あわじ市社協、10月20日～12月22日）
●みんなの社協フェア（高砂市社協、11月18日）
●「ほっとけない！」地域づくりを考える集い（三木市社協、11月18日）
●養父市社協のつどい（養父市社協、12月1日）
●佐用町地域福祉研修会（佐用町社協、12月9日）
●第6回全国校区・小地域福祉活動サミットinKOBE・ひょうご
　（神戸市社協、1月12日）
●宍粟市地域福祉のつどい（宍粟市社協、2月10日）
●かいご学会in西宮2013（西宮市社協、2月19日）
●権利擁護研修（芦屋市社協、2月19日）
●あったか友愛推進大会（加西市社協、2月中旬）
●地域見守りフォーラム（伊丹市社協、3月14日）

「ストップ・ザ・無縁社会」
全県キャンペーン推進協議会
（事務局 兵庫県社会福祉協議会）

ＴＥＬ 078-242-4633
ＵＲＬ http://stop-muen.jp

【協賛金振込口座】
金融機関 ゆうちょ銀行
口座番号 00900-4-195362
口座名称 ストップザ無縁社会全県キャンペ

ーン推進協（ストップザムエンシャ
カイゼンケンキャンペーンスイシ
ンキョウ）

兵庫県社協のアクションプラン
【ACTION1】市町域での地域福
祉の推進力を高める支援を強化し
ます
【ACTION2】多様な主体がつな
がり、資源が循環する仕組みづく
りをすすめます
【ACTION3】質の高い福祉サー
ビスの充実・開発を支援します
【ACTION4】“暮らしのセーフティ
ネット”の充実・強化を支援します

題
で
あ
り
、失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
で
の

支
え
合
い
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
よ
う

と
い
う
働
き
か
け
で
あ
る
。〝
支
え
合
い

社
会
〞を
実
現
す
る
た
め
に
は
、地
域
で

の
見
守
り
活
動
や「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

の
関
係
を
促
す
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
県

民
に
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「
認
め
合
い 

と
も
に
つ
な
が
り 

支
え
合

う 

み
ん
な
で
つ
く
る 

ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
」

を
目
指
し
て
、つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
。

〝
支
え
合
い
社
会
〞の

実
現
に
向
け
て

　
11
月
30
日
、高
砂
市
文
化
会
館
に
て
、

兵
庫
県・兵
庫
県
社
協・高
砂
市・高
砂
市

社
協
の
共
催
で
第
61
回
兵
庫
県
社
会
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、県
内
の
社
会
福
祉

関
係
者
約
1
，0
0
0
人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社

会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
賛
事
業
と
し
て

開
催
さ
れ
、会
場
内
で
パ
ネ
ル
展
示
や
紹

介
ム
ー
ビ
ー
の
映
写
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

参
加
者
に
対
し
て
啓
発
チ
ラ
シ
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
な
ど
が
配
布
さ
れ
た
。こ
れ
ら

は
、兵
庫
県
遊
技
業
組
合
連
合
会
青
年
部

会
、伊
藤
喜
商
事
株
式
会
社
に
よ
る
協
賛

を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
画
方
法
は
、

大
き
く
分
け
て
3
つ
あ
り
ま
す
。あ
な
た

に
で
き
る
こ
と
か
ら
、一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

方
法
①

推
進
団
体
と
し
て
参
加
す
る

●
特
別
な
参
加
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
参
画
同
意
書
を

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
事
務
局
ま
で
提

　
出
く
だ
さ
い
！

方
法
②

広
報
や
協
賛
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

●
各
団
体
で
発
行
さ
れ
る
機
関
紙
や

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

　
広
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

方
法
③

協
賛
金
に
協
力
す
る

●
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、皆
さ
ま
か
ら

　
の
協
賛
金
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、左
記
口
座

　
へ
協
賛
金
を
ご
送
金
く
だ
さ
い
！

　
大
会
は
、地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
に
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
た
後
、兵
庫
県
知
事
等
に
よ
る
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ
た
。式
典
で
は
、社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
と
団
体
に
対

し
、兵
庫
県
知
事
、兵
庫
県
社
協
会
長
等

の
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
る
な
ど
、長
年
の

功
績
が
た
た
え
ら
れ
た
。

　
式
典
後
は
、記
念
講
演
と
し
て「
谷
五
郎

の
こ
こ
ろ
に
き
く
ラ
ジ
オ
」等
で
お
な
じ
み

の
ラ
ジ
オ・パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
谷
五
郎
氏
が

登
壇
し
た
。谷
氏
は
、平
成
21
年
の
豪
雨
災

害
時
に
社
会
福
祉
協
議
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
す
る
バ
ス
に
同
乗
し
、佐
用
町

に
て
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
た

こ
と
や
、そ
の
後
の
中
越
地
震
、東
日
本
大

震
災
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
駆
け
つ

け
た
際
の
体
験
談
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

人
と
人
が
支
え
合
う
こ
と
、絆
や
つ
な
が

り
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
語
り
か
け
、参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

第
61
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

晴天のもと、キャンペーンのパネル展示を実施

身振り手振りを交え
熱のこもった講演を行う谷五郎氏

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン
幹事団体からのメッセージ

今こそ“家族の絆”の復活を！
　新年あけましておめでとうございます。
　戦後、日本人は個人の権利と選択による生き方を
至上のものとしてきましたが、経済発展とともに個
人の生活が核家族という形態に変化し、家族を中心
とした生活が崩れてしまいました。その結果として、
我が国は少子高齢化の先進地として、“無縁社会”と
いわれるような、希望の持てない国になりつつあり
ます。
　まだ遅くはありません。今こそ“家族の絆”を取り
戻し、自分を今日まで育ててくれた親や社会からの
恩を返していくという責任を、一人ひとりが持たな
ければなりません。いじめの事件が問題になりまし
たが、何より自分の子どもは自分が守り、親としての
責任を果たすべきだと感じています。
　その上で、「向こう三軒両隣」という古き良き言葉
にみられるような地域の再構築が必要です。隣の家

の雨戸が閉まったままなら、「おじいちゃん、大丈夫？」
と声をかけるのが普通であり、そうすることで孤独
死は自然と無くなるでしょう。そして最後に、家族や
地域ではどうにもできない部分を公が担うという
「公助」が来るのだと思います。
　地域で何かを行う時に核になるのは、やはり婦人
会や自治会、子ども会です。それらが一体となって
はじめて地域の活力が取り戻せると思います。兵
庫県連合婦人会では、これまでの歴史と組織力を
継承して、婦人会活動を一
層活性化させながら、人とし
ての生き方を次の世代に引
き継いでいくことの必要性
を感じています。

私たちは、「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンを推進しています！

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン推進協議会では、参画団体を引き続き募集しています。
お問い合わせは、推進協議会事務局（兵庫県社会福祉協議会 TEL078-242-4633）まで。

全県キャンペーンでは、皆さんからのメッセージを募集しています。
ホームページ（http://stop-muen.jp）等を通じて、率直なご意見を事務局までお寄せください！

兵庫県連合自治会
兵庫県連合婦人会　
神戸市婦人団体協議会
兵庫県消費者団体連絡協議会
兵庫県子ども会連合会　
兵庫県社会福祉協議会
兵庫県市町社協活動推進協議会
神戸市社会福祉協議会
兵庫県民生委員児童委員連合会
神戸市民生委員児童委員協議会
兵庫県社会福祉施設経営者協議会
兵庫県老人クラブ連合会　
兵庫県医師会　
生活協同組合コープこうべ
兵庫県商工会議所連合会
兵庫県商工会連合会
兵庫県経営者協会
日本労働組合総連合会兵庫県連合会

県内４９市区町社会福祉協議会

尼崎医療生活協同組合
家庭養護促進協会
きょうされん兵庫支部
近畿労働金庫兵庫地区統括本部
神戸医療生活協同組合
神戸掖済会病院
神戸市児童養護施設連盟
神戸市消費者協会
神戸市私立保育園連盟
神戸市身体障害者施設連盟
神戸市知的障害者施設連盟
神戸市乳児院連盟
神戸市母子生活支援施設協議会
神戸市老人福祉施設連盟
神戸新聞会館
神戸新聞厚生事業団　
神戸ＹＭＣＡ
神戸ＹＷＣＡ
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　神戸ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　阪神北ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　北播磨ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　中播磨ＯＢ会

兵庫県連合婦人会
会長　北野 美智子さん

地域のおせっかいを今一度
　親が我が子を虐待する。子が親を遺棄する。生徒
が優先座席に大股で座る。通勤電車で若者が朝食
を食べ、化粧する。こんな報道や光景がよく目に触
れる時代になったと思いませんか？
　私は専門家ではないので、それらの現象をどうこ
う論じる気はないが、戦後、自分が青年であった頃と
比較することならできる。
　昔は、どこにでも口うるさい親父とおせっかいなお
ばさんがいて、自分の子でなくても、していいことと
してはいけないことをあれこれと口出ししたものだ。
　ガキ大将と呼ばれる上級生が、近所の下級生を統
率し、遊びの中で悪さの許される極限を教えていた。
つまり、地域が子育てを担っていたともいえる。
　最近は、少子高齢化や核家族化が急速に進み、我
が家は我が家、隣は隣の風潮が蔓延し、特に都会で

は、青年団もなくなり、自治会活動も沈滞している
所が多く見受けられ、地域コミュニティにおせっか
いが期待できなくなってしまったことが、無縁社会
を生む要因ではないだろうか。
　商工会は、主に郡部で中小企業・小規模事業者の
経営改善普及事業を担うのが本務であるが、市町行
政の地域コミュニティ維持活動や警察行政の青パト
活動など、地域社会全体の活性化に向けた取組み
にも尽力しており、「ストップ
・ザ・無縁社会」の実現にも鋭
意努力をしてまいりたい。

兵庫県商工会連合会
会長　木南 岩男さん

こころ豊かな人づくり５００人委員会
　西播磨ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　但馬ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　丹波ＯＢ会
こころ豊かな人づくり５００人委員会
　淡路連絡会
中山視覚障害者福祉財団
二水会
日本公衆電話会兵庫支部
日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック協議会
日本赤十字社兵庫県支部
日本ボーイスカウト兵庫連盟
日本郵政グループ労働組合兵庫連絡協議会
認知症の人と家族の会兵庫県支部
姫路消費生活研究会
兵庫医療生活協同組合
兵庫県生きがい創造協会
兵庫県いけばな協会
兵庫県医療福祉施設連盟
兵庫県医療ソーシャルワーカー協会
兵庫県音楽団体協議会
兵庫県介護支援専門員協会
兵庫県介護福祉士会
兵庫県介護福祉士養成校連絡協議会
兵庫県介護老人保健施設協会　
兵庫県看護協会
兵庫県共同募金会
兵庫県漁業協同組合連合会
兵庫県勤労福祉協会
兵庫県芸術文化協会
兵庫県健康財団
兵庫県建設業協会
兵庫県更生施設連盟
兵庫県更生保護施設連盟
兵庫県交通安全対策委員会
兵庫県茶道協会
兵庫県歯科医師会
兵庫県視覚障害者福祉協会
兵庫県私学総連合会
兵庫県肢体不自由児者協会　
兵庫県児童養護連絡協議会
兵庫県社会就労センター協議会　
兵庫県社会福祉事業団　
兵庫県社会福祉士会　
兵庫県社会教育委員協議会
兵庫県商工会女性部連合会
兵庫県商工会青年部連合会
兵庫県身体障害者支援施設協議会
兵庫県身体障害者福祉協会 

兵庫県人権啓発協会　
兵庫県森林組合連合会
兵庫県生活協同組合連合会
兵庫県青少年赤十字協議会
兵庫県青少年本部
兵庫県精神福祉家族会連合会　
兵庫県精神保健福祉士協会
兵庫県青年洋上大学同窓会
兵庫県赤十字奉仕団
兵庫県体育協会
兵庫県体育協会　兵庫県スポーツ少年団
兵庫県地域包括・
　在宅介護支援センター協議会　
兵庫県知的障害者施設協会
兵庫県中小企業団体中央会
兵庫県聴力言語障害者連合会
兵庫県手をつなぐ育成会　
兵庫県難聴者福祉協会
兵庫県乳児院連盟
兵庫県ＢＢＳ連盟
兵庫県ＰＴＡ協議会
兵庫県病院協会
兵庫県婦人共励会
兵庫県保育協会
兵庫県ホームヘルプ事業者協議会　
兵庫県保護司会連合会　
兵庫県母子生活支援施設協議会
兵庫県ボランティア協会
兵庫県民間病院協会
兵庫県薬剤師会
ひょうご県友会
兵庫県ユースホステル協会
兵庫県理学療法士会
兵庫県立高等学校ＰＴＡ連合会
兵庫県老人福祉事業協会
兵庫県労働者福祉協議会
兵庫工業会
ひょうごセルフヘルプ支援センター
兵庫盲導犬協会
フードバンク関西
メインストリーム協会
野外活動協会

（五十音順）

幹事団体

推進団体

推進団体１７７団体
（平成24年11月20日現在）
〈内訳〉幹事団体18団体
　　　参画同意159団体
※市区町の民児協は、代表として県民
　児連・神戸市民児協が加入

社縁
（しゃえん）

血縁
（けつえん）

地縁
（ちえん）

職場の縁

地域の縁

家族の縁

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑦
“無縁社会”から
“支え合い社会”へ
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お問い合わせ先
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

社会福祉法人 三田市社会福祉協議会

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

社会福祉法人 三田市社会福祉協議会
〒669-1514　三田市川除675番地 三田市総合福祉保健センター内
☎079-559-5940　ＦＡＸ079-559-5704　E-mail　info@sanda-shakyo.or.jp

連絡先

○きっとあの後もご苦労されてつくられたお米。か
えって申し訳なく感じます。私自身、「東北応援」と
書いてあるものを買うようにしていますが、それを
つくった人たちのことを想像したことはあまりな
かったかもしれません。でも、その一つ一つに復興
のための努力と苦労があるんですね。あらためて
伊藤さんにお礼を言いたいと思います。

○大変な中、未来に向けて歩み続けられていること
に感動しました。そしてこの感動を共有させていた
だくことができ本当に感謝します。今後も一緒に頑
張りたい気持ちを新たにしました。

「さんだボランティアバス」のメンバーから
寄せられたコメント（一部）

　送られてきたお米は、三田市社協が企画す
る地域のいろんな人が協力し合って災害を
乗り越えるための行動を考える研修会の開
催に合わせて、皆さんと共に美味しくいただ
きたいと思います。ありがとうございました。

　東日本大震災で自宅や水田が津波の被害に遭
った宮城県気仙沼市の伊藤平一郎さんから、三田
市のボランティアの活動先だったことがご縁で「奇
跡の復活米」と銘打ったお米が送られてきました。
　昨年7月、初めてボランティアの支援を受け、三
田の人たちとふれあう中で、諦めかけていた稲作
をもう一度頑張ろうという気持ちになられたのだ
そうです。その後も多くの人たちの支援を得なが
ら一つ一つ手作業でがれきを撤去し、塩抜きのた
めの引水を繰り返し、ようやく稲苗の植え付けができたのでした。
　お米とともに添えられた手紙には、「絶望に打ちひしがれていた時に、全国
からいただいたご支援とボランティアの方々の献身的な活動が、復興への
大きな歩みとなりました。収穫できたことはまさに奇跡としか言いようがあ
りません」と書かれていました。

「奇跡の復活米」をありがとう！

社
会
福
祉
法
人
の
将
来
構
想
を
問
う

次
年
度
に
向
け
3
部
会
で
協
議
を
ス
タ
ー
ト
！

　
12
月
11
日
、兵
庫
県
経
営
協
が
施
設

経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
経
営
者
に
必
須
の

情
勢
分
析
と
将
来
を
見
据
え
た
経
営
戦

略
と
は
」。社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く

情
勢
動
向
を
踏
ま
え
、今
後
の
将
来
構

想
を
描
く
た
め
の
経
営
者
の
役
割
等
を

学
ぶ
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。

　
ま
ず
、株
式
会
社
伍
魚
福
代
表
取
締
役

社
長
の
山
中
勧
氏
よ
り
、「自
創
経
営
」と

い
う
社
員
の
自
主
性
と
創
造
性
を
重
ん

じ
る
同
社
の
先
駆
的
な
経
営
手
法
の
ほ

か
、経
営
革
新
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
の
基
調
講
演
で
は
、厚
生
労

働
省
社
会・援
護
局
総
務
課
長
の
古
都

賢一氏
よ
り
、新
た
な
生
活
困
窮
者
支
援

体
系
の
構
築
と
生
活
保
護
制
度
の
見
直

し
を
柱
と
し
た「
生
活
支
援
戦
略
」に
つ

い
て
、全
国
の
先
駆
的
事
例
を
交
え
な

が
ら
、社
会
福
祉
法
人
に
期
待
す
る
役

割
が
語
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、古
都
氏
、社
会
福
祉
法
人
中

心
会
理
事
長
の
浦
野
正
男
氏
、社
会
福
祉

法
人
や
な
が
せ
福
祉
会
理
事・施
設
長
の

石
田
文
徳
氏
に
よ
り
、社
会
福
祉
法
人
の

将
来
構
想
に
関
す
る
鼎
談
が
行
わ
れ
た
。

　
最
初
に
古
都
氏
よ
り
、「
社
会
福
祉
基

礎
構
造
改
革
の
当
時
、社
会
福
祉
法
人

に
は
社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担
い
手

と
し
て
、地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、現
状

で
は
十
分
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い

か
」と
の
提
起
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、石
田
氏
か
ら
は
、県

老
人
福
祉
事
業
協
会
で
の
地
域
貢
献
事

業
の
調
査
結
果
の
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、生
活
支
援
戦
略
と
の
関
係
性
の
整

理
に
対
す
る
問
い
か
け
が
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
浦
野
氏
よ
り
、神
奈
川
県
で
の

社
会
貢
献
事
業
の
取
り
組
み
の
説
明
を

交
え
、社
会
福
祉
法
人
の
役
割
等
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
た
。最
後
に
、社
会
福

祉
法
人
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
各
登
壇

者
よ
り
考
え
が
述
べ
ら
れ
、盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

　
県
社
協
で
は
、12
月
4
〜
6
日
に
地

域
福
祉
推
進
部
会・権
利
擁
護
部
会・福

祉
事
業
推
進
部
会
を
開
催
し
た
。こ
れ

ら
の
部
会
は
、県
社
協
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、事
業
の
推
進
に
つ
い
て
専

門
的
に
協
議
し
、会
長
に
対
し
て
意
見

具
申
す
る
た
め
に
設
け
て
い
る
も
の
で
、

役
員
改
選
後
、新
部
会
員
に
よ
る
初
め

て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
部
会
で
は
、国
政
の
状
況
が

不
透
明
な
中
で
、平
成
25
年
度
の
県
社

協
の
事
業
方
針
と「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁

社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
次
年
度
の

展
開
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　
今
後
は
、各
部
会
で
の
意
見
を
ふ
ま

え
、12
月
18
日
の
理
事
会
、評
議
員
会
に

て
協
議
を
経
て
事
業
方
針
を
決
定
し
、

具
体
的
な
事
業
計
画
、予
算
案
を
と
り

ま
と
め
て
い
く
予
定
に
し
て
い
る
。

●地域福祉推進部会（12月4日開催）
　【部会長：稲野 廣（宝塚市社会福祉協議会理事長）】
＊施策として新たな仕組みをつくるのはいいが、今後数十年で社会構造が 
大きく変わることも見据え、社会的なコストを考えながら機能を整理していく
べきはないか。
＊現代は複合的な課題を抱え、生活全般に困っている人が多い。そうした人
を支える核となるのが社会福祉協議会である。

●権利擁護部会（12月6日開催）
　【部会長：加納 多惠子（兵庫県民生委員児童委員連合会会長）】
＊地域の中で困っている人をいかに早期把握するかがすべての基本にあ
る。当事者本人からも声をあげてもらいながら進めていくのが良い。
＊子どもたちの登下校時に高齢者に散歩をしてもらうなど、負担のかからない
見守りや声かけを行っていくことで、みんなが参加できるのではないか。

●福祉事業推進部会（12月6日開催）
　【部会長：婦木 治（兵庫県社会福祉施設経営者協議会会長）】
＊福祉業界にも競争原理が入っており、社会福祉法人は民間企業に比べ
て人材確保などのノウハウが弱い部分がある。これからは発想の転換が
求められる。
＊介護保険事業計画について、施設整備が盛り込まれるのはいいのだが、
人材確保についての記載がない地域が多いので、そこへのアプローチも
必要ではないか。
＊福祉事業者のことを社協職員も知らなければならない。住民組織、地域包
括支援センター、社協だけでネットワーク化するのではなく、施設も含めた
ネットワーク化をはかるべきである。

各部会で出された主な意見

ふ
る
い
ち

〝
生
活
支
援
戦
略
〞か
ら

 

今
後
の
社
協
の
取
組
み
を
協
議

　
12
月
11
日
に
は
、

県
内
社
協
事
務
局

長
会
議
を
拡
大
し

て
の
社
協
活
動
推

進
セ
ミ
ナ
ー
も
開

催
さ
れ
た
。生
活

困
窮
者
支
援
を
目

的
と
し
た「
生
活
支

援
戦
略
」を
題
材
と
し
て
、今
後
の
社
協

の
取
組
み
の
方
向
性
を
協
議
。生
活
支

援
を
担
う
担
当
者
等
を
含
め
82
人
が
参

加
し
た
。

寄
贈
に
つ
い
て（
お
礼
）

　
11
月
28
日
、関
西
遊
技
機
商
業
協
同

組
合
か
ら
、兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会

へ
車
椅
子
8
台
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　
同
組
合
で
は
、今
年
度
よ
り
社
会・地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、近
畿
2

府
4
県
の
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
て
車
椅
子
の
寄
贈
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。

　「
県
内
で
車
椅
子
を
必
要
と
し
て
い

る
方
に
使
用
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
意
向

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、厚
生
労
働

省
の
古
都
課
長
よ
り
同
戦
略

の
意
図
と
内
容
が
説
明
さ
れ

た
後
、大
阪
府
豊
中
市
社
協
の

勝
部
麗
子
氏
か
ら
、生
活
困
窮

や
制
度
の
挟
間
に
あ
る
課
題

へ
の
支
援
の
実
践
事
例
を
紹

介
い
た
だ
い
た
。

　
生
活
課
題
の
相
談
を
断
ら
ず
支
援
に

つ
な
げ
る
た
め
の
相
談
機
能
の
強
化

と
、社
協
と
行
政・関
係
機
関
と
の
連
携

の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

に
よ
り
、本
会
を
通
じ
県
内
の
4
市
社

協
に
車
椅
子
の
寄
贈
を
行
っ
た
。
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兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

社会福祉法人の将来構想について
熱心に議論した鼎談

パネリストからは、県内社協への期待も語られた
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福祉の就職総合フェア in HYOGO
福祉職場への就労を希望する学生や一般
求職者の就職活動を支援するとともに、
社会福祉施設等の人材確保を目的として、
合同就職説明会を開催します。
※併催イベント「福祉の就職ガイダンス」
（11：00～12：00、要予約）
日時　平成25年3月2日（土）

13：00～17：00
場所　神戸サンボーホール
対象　学生・一般求職者
参加費　無料（事前申し込み不要）
内容　合同就職説明会、採用予定情報の

提供、各種相談コーナーの設置など
●申●問兵庫県社会福祉協議会　兵庫県福
祉人材センター
TEL078-271-3881

URL　http://www.hyogo-wel.or.jp/

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

2月

避難者のための就労支援講座
東日本大震災で関西へ避難されている方々を
対象に、就労するための支援講座を開催しま
す。「仕事に就きたいけれど、どうしたらいいか
わからない」「どこに相談に行ったらいいの」の
疑問に答えます。
日時　平成25年1月11日（金）～2月7日（木）
※全5回、各回10:00～12:00

内容　「マナー」「メイクアップ」「パソコン」の
各講座など

参加費　無料※無料託児付（要予約）
締切り　平成24年12月27日（木）
●申●問宝塚ＮＰＯセンターTEL0797-85-7766
URL　http://hnpo.net/

今 いき方を考える
かいご学会 in 西宮 2013
介護・医療現場で活躍する講師陣や介護家族
がともに、それぞれの生き方と逝き方を語り合
います。
日時　平成25年3月3日（日）10：00～16：45
会場　関西学院大学G号館
参加費　3,000円（学生1,000円）
講師　三好春樹さん（生活とリハビリ研究所
代表）、鳥海房枝さん（特養あじさい荘 総
合ケアアドバイザー・NPO法人メイアイヘ
ルプユー 事務局長）、竹本匡吾さん（湖山
いくのさん家代表）ほか
●問特定非営利活動法人つどい場さくらちゃん
TEL＆FAX0798-35-0251

URL　http://www.geocities.jp/
tsudoiba_sakurachan/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
公益財団法人未来のつばさ財団
2012年度育英奨学・自立支援制度
たくさんの夢や希望を持つ人を応援します。
対象　児童養護施設入所児童や、母子生活
支援施設入所児童、里親家庭の児童、ファ
ミリーホーム入居児童、その他の児童福祉
施設入所児童で、原則として18歳を迎え
進学・就職する予定の児童

支援金額　進学者：進学の支度金として一人15
万円、就職者：就職の支度金として一人15万円

締切り　平成25年1月25日（金）必着
●申●問公益財団法人未来のつばさ財団
TEL03-5642-7890　

URL　http://mirainotsubasa.or.jp/

ひょうごボランタリープラザ
平成24年度NPO活動応援貸付
兵庫県内で行われているNPO活動の継続、さ
らなる発展を応援します。
対象　兵庫県内に主たる事務所を置いており、
1年以上継続して県内で活動しているNPO
法人、またはNPO法人に準ずる団体で、県
内を対象とする事業

貸付金額　50万円以上600万円以下
利率　年1.55％（平成24年12月現在）
返済期間・方法　7年以内（うち6カ月以内据
置可能）元利均等月賦方式による返済

連帯保証人　貸付希望団体の代表者のほか、
2人以上必要

締切り　平成25年2月15日（金）
●申●問ひょうごボランタリープラザ
TEL078-360-8845

URL　http://www.hyogo-vplaza.jp/

受動喫煙防止のための
表示用ステッカーとのぼりを配布
兵庫県では、施設管理者が利用者の目に付き
やすい場所に表示するための「表示用ステッ
カー」と、普及啓発用の「のぼり」（旗のみ）を
作成しました。
施設管理者、事業者の皆さまに県庁、各健康
福祉事務所の窓口で無償配布しています。
●問兵庫県健康福祉部健康局受動喫煙対策室
TEL078-341-7711(内線3245)

URL　http://web.pref.hyogo.lg.jp/
kf26/hyouzi.html

16・23日

8日～

10・11日

12日

13日

16日

18日

22日～

24・25日

25・26日

28日

28・29日

29日

30・31日

31日

5日

6・13日

8日

12日

14～15日

16日

募　集募　集

職場内研修担当者研修（Ａコース）
◆社会福祉研修所
主任介護支援専門員研修◆県のじ
ぎく会館ほか
社会福祉援助基礎研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所
第6回全国校区・小地域福祉活動サ
ミットiｎKOBE・ひょうご◆神戸国際
展示場ほか
新年福祉のつどい◆ANAクラウン
プラザホテル神戸
地域の福祉力セミナー◆神戸国際
会議場
第３回新任民生委員研修会◆県中
央労働センター小ホール
経営協 理事会・例会◆ANAクラウ
ンプラザホテル神戸
介護支援専門員実務研修◆舞子ビ
ラほか
接遇・日常マナーリーダー研修◆
県福祉センター
ボランティアコーディネーター研修
（災害ボランティアコーディネーター
養成研修）◆神戸市内
会計実務者研修（社協コース）◆県
福祉センター
県民児連会長等研修◆ポートピア
ホテル
社会福祉法人人事・労務管理研修
◆社会福祉研修所
相談面接技術研修・初級（Bコー
ス）◆社会福祉研修所
第２回県内社協地域組織担当者会
議◆県福祉センター
障害福祉施設系事業所中堅職員
研修◆県中央労働センター
職場内研修担当者研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所
会計実務基礎講座（通信課程）スク
ーリング◆社会福祉研修所
第３回県内社協地域組織担当者会
議◆県福祉センター
相談面接技術研修・中級（Ｂコー
ス）◆関西学院大学
メンタルヘルス研修会◆県福祉セ
ンター

１月１５～２１日は
「防災とボランティア

週間」だよ！

豊岡市

行事予定
1月

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

研修・イベント

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉
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